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Ⅰ 実施計画の実績の取りまとめについて

1

2

(1) 前倒し実施 →平成２１年度以降のスケジュールの一部又は全部を前倒しで実施した

(2) 計画どおり →平成２０年度の取り組み目標を達成できた

(3) 未達成 →平成２０年度の計画内容を達成できなかった 　

(4) 未着手 →平成２０年度に着手しなかった

(5) 完了･終了 →平成２０年度で事業が完了又は終了した

＜例図＞

【03 開かれた行政と市民参画の推進

（例：｢重５-５｣は「重点施策５の⑤」のこと　※右図及びP.4参照）

担当課：企画調整課

　なお、「進捗状況」欄の区分は次のとおりです。

注）実施計画部分の記載内容について（平成２０年度～2２年度実施計画策定時の内容です。）

(1) 事業名欄に「　　」とあるのは、平成２０年度以降の新規事業を表しています。

(2) 事業名欄に「　　　　 」とあるのは、重点施策に位置付けられている事業を表しています。

職員を対象とした
もに、総合計画実施計画
事業の事務事業評価行政評価推進事業

事務事業名

(3) 事業の区分が他に重複するものについては、事業名に「(再掲あり)」と記載しています。

(4) 事業費欄の表示は次の内容を示しています。

　　①平成２０年度は当初予算額（平成2１年度は当初予算額、平成2２・２３年度は予定額）

　　②「－」は、事業費が経常的なもの、または計画事業費のみの算出が困難なもの、未定のものなど

備考】、右側には今後の方向性として平成２１年度～２３年度実施計画を表記しました。

　平成１９年度から２０年度へ予算を繰り越した事業については、決算見込みを『　　』書きで表記しています。

　本市では、第五次鳴門市総合計画に基づき、計画的かつ効率的な行財政運営を進めるため、向こう３か年の具体的施策・事業を示

　実施計画の進捗状況を把握し、必要に応じ所要の見直しを行うため、平成２０年度末時点での進捗状況をまとめました。

した実施計画を策定しています。

　個別の各事業について、左側には平成２０年度実施計画の内容、中央には平成２０年度の実績【実施内容・進捗状況・決算見込み・

新

重○-△

重5-5
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Ⅱ 総合計画体系図

【基本政策（大項目）】 【政策（中項目）】 【小項目】  【施策】

安全で快適な環境の
鳴門づくり

火葬場・墓地
消費生活
防犯

子どもが主役のまちづくりの推進01子どものまち

社会保障

母子寡婦父子福祉
児童福祉

人権の尊重

地域福祉

保健・医療
低所得者福祉
障害者福祉

消防
住宅

母子寡婦父子福祉の推進

高齢者福祉

03

国民健康保険制度の円滑な実施
健康・医療対策の推進

男女共同参画
人権

児童福祉の推進02

高齢者福祉の推進
地域福祉の総合的推進
男女共同参画社会の実現

01

03

04

(1)

P. 11

P. 13

(2)
ひとにやさしい

いきがい都市なると

子どもいきいき
元気都市なると

08

07

06

05 障害者福祉の推進

04

03

02

生活困窮者の自立支援

国民年金制度の推進
介護保険制度の円滑な実施
後期高齢者医療制度の円滑な実施

10

11

09

08

07

06

05

02

01

火葬場・墓地の適正な運営・管理
消費者の自立と保護
犯罪のない安全なまちづくりの推進
交通安全対策の充実
災害に強いまちづくりの推進
救急救助・医療体制の充実
消防体制の充実
良好な居住環境の整備

自然環境の保全と環境整備01環境

し尿の適正な処理の推進による良好な水環境づくり03

自然と共生できる循環型社会づくりの推進02環境衛生

交通安全

資源循環都市なると
(2)

P. 25

P. 20

安全・
安心都市なると

(1)
危機管理・防災
救急

05

04

下水道
上水道

公共下水道の推進

安全で安定した水の供給

【将来都市像】

い
き
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健康で安心して暮らせる
鳴門づくり

1
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【基本政策（大項目）】 【政策（中項目）】 【小項目】  【施策】【将来都市像】

文化振興

スポーツ・レクリエーション

図書館
生涯学習

幼稚園教育の充実
教育行政の充実

03

02
01

04

03

02

01

05

04

市民参加の図書館運営の推進
生涯学習の推進

学校教育
教育行政

明日を担う
教育都市なると

P. 29
大学連携 大学連携の推進

高等学校教育の充実
義務教育の充実

04

03

05 文化財の保護と活用

暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進

生涯スポーツの振興

計画的な土地利用

(1)

自己実現都市なると
(2)

P. 33

農林水産業

道路

公園・緑地
交通

産業
河川・海岸・港湾

公共交通網の充実

中心市街地活性化
市街地整備
土地利用

畜産業の振興

01

安全で快適な道路の整備

11

08

07

06

中心市街地のにぎわい創出
人にやさしく災害に強い市街地の形成

緑の保全と創出

産業の振興と経営基盤の充実強化
自然環境と景観に配慮した河川・海岸・港湾の整備

02

12

05

10

09
農業の振興
雇用の安定と勤労者福祉の向上

林業の振興

14

13

開かれた行政と市民参画の推進03

02

01

02

01

公設地方卸売市場の活性化
水産業の振興

観光

新しいかたち・
市民参加都市なると

ボランティア・NPO法人の活動促進
地域のまちづくりの推進

市民参画
ボランティア・NPO

国際・国内交流の推進
観光・交流のまちづくり

効率的・効果的な行財政運営の推進02
情報化の推進01

行財政運営
情報化

コミュニティ

国際・国内交流

い
き
い
き
　
未
来
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点
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と

5

3

4

分権社会に向けた新しい
鳴門づくり

行政・
品質向上都市なると

心豊かで多彩な人材を育む
鳴門づくり

活力とにぎわいあふれる
鳴門づくり

観光発信！
魅力都市なると

P. 46

(2)

活力都市なると

P. 52

(2)

P. 49

(1)

P. 37

(1)
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【重点施策】

1　健康で安心して暮らせる鳴門づくり

① 子どもが主役のまちづくりの推進 ④ 要保護児童への支援 ⑦ 障害者福祉の推進

② 児童の健全育成と保育サービスの質の向上 ⑤ 人権教育・啓発、男女共同参画社会の推進 ⑧ 健康・医療対策の推進

③ 子育て家庭への支援 ⑥ 高齢者の生きがいと健康づくり、地域支援事業の推進

2　安全で快適な環境の鳴門づくり

① 市営住宅ストック総合活用計画の推進 ⑦ 広域応援体制の整備と強化 ⑬ 不法投棄対策の強化

② 木造住宅耐震診断・耐震改修支援事業の推進 ⑧ 公共施設等の耐震化の推進 ⑭ 環境教育・学習の拠点、リサイクルプラザの運営

③ 消防力の強化 ⑨ 防災備蓄品の整備 ⑮ 旧ごみ焼却施設の跡地利用の検討

④ 救急救助・医療体制の充実 ⑩ 防犯対策の推進 ⑯ 合併処理浄化槽の設置促進

⑤ 危機管理・防災意識の高揚と防災体制の強化 ⑪ 環境にやさしい諸施策の推進 ⑰ 公共下水道の整備促進

⑥ 情報伝達体制の強化 ⑫ ごみの減量化対策等の推進

3　心豊かで多彩な人材を育む鳴門づくり

① 安全で安心な教育環境の整備充実 ⑤ 環境教育の充実 ⑨ 生涯スポーツの振興

② 学校給食の充実と食育の推進 ⑥ 特別支援教育の充実 ⑩ 文化・芸術活動の推進

③ 学校（園）の適正規模・適正配置の推進 ⑦ 大学連携の推進 ⑪ 文化財の保護と活用の推進

④ 預かり保育による子育て支援の推進 ⑧ 生涯学習の推進

4　活力とにぎわいあふれる鳴門づくり

① 都市計画マスタープランの見直し ⑥ 地場産業の育成及び振興 ⑪ 漁場・漁港環境の整備

② 中心市街地のにぎわい創出 ⑦ 企業誘致の推進 ⑫ 産直市を通じた地産地消の推進

③ 幹線道路、生活道路、橋梁の整備 ⑧ 就業機会の拡大と労働力の確保 ⑬ 観光・交流のまちづくりの推進

④ 都市公園の整備と利用促進 ⑨ 農・漁業経営の安定化とブランド化の推進 ⑭ 国際・国内交流の推進

⑤ 河川・海岸の整備推進 ⑩ 農村環境の整備

5　分権社会に向けた新しい鳴門づくり

① コミュニティ活動の推進 ⑤ 公正の確保と透明性の向上 ⑨ 行政改革の推進

② ボランティア・NPO法人の活動促進 ⑥ 広域行政の推進 ⑩ 人材育成の充実

③ 自治基本条例の制定 ⑦ 電子自治体の推進

④ 出前市長室の開催と広報広聴業務の充実 ⑧ 財政の健全化

4



Ⅲ 実施計画実績　総括表
（単位：千円）

平成19年度から
20年度への繰越

平成２０年度事業費 進　捗　状　況

繰越決算見込み額 計画額 決算見込み額
前倒し
実　施

計　画
どおり

未達成 未着手
完了
･終了

１　健康で安心して暮らせる鳴門づくり

(1) 子どもいきいき元気都市　なると 7 160,910 150,326 6 1

(2) ひとにやさしいいきがい都市　なると 24 200,215 184,979 19 2 3

２　安全で快適な環境の鳴門づくり

(1) 安全・安心都市　なると 20 83,171 60,819 15 3 2

(2) 資源循環都市　なると 15 315,994 1,312,218 613,856 10 4 1

３　心豊かで多彩な人材を育む鳴門づくり

(1) 明日を担う教育都市　なると 13 128,420 95,359 12 1

(2) 自己実現都市　なると 13 44,115 43,299 13

４　活力とにぎわいあふれる鳴門づくり

(1) 活力都市　なると 31 62,040 549,618 475,701 1 24 5 1

(2) 観光発信！魅力都市　なると 10 19,863 19,464 9 1

５　分権社会に向けた新しい鳴門づくり

(1) 新しいかたち・市民参加都市　なると 11 24,431 21,934 11

(2) 行政・品質向上都市　なると 9 23,624 22,121 9

１　健康で安心して暮らせる鳴門づくり 31 361,125 335,305 25 2 4

２　安全で快適な環境の鳴門づくり 35 315,994 1,395,389 674,675 25 7 3

３　心豊かで多彩な人材を育む鳴門づくり 26 172,535 138,658 25 1

４　活力とにぎわいあふれる鳴門づくり 41 62,040 569,481 495,165 1 33 5 1 1

５　分権社会に向けた新しい鳴門づくり 20 48,055 44,055 20

合　　　　　　　計 153 378,034 2,546,585 1,687,858 1 128 15 1 8

※「再掲」については、事業数に含めているが、事業費には含まれていない。

※平成２０年度事業費の「計画額」は、実施計画（H20～23年度）作成時の事業費である。

項　　　　　　　目
平成

20年度
事業数
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Ⅳ 実施計画実績　事業一覧表
基本政策（大項目）

政策（中項目） 小項目

１　健康で安心して暮らせる鳴門づくり

子どものまち 01  子どもが主役のまちづくりの推進 子どものまち推進事業 計画どおり 11
児童福祉 02  児童福祉の推進 放課後児童健全育成事業 計画どおり 12

絵本と出会う親子ふれあい推進事業 計画どおり 12
公立保育所再編事業 計画どおり 12
保育士リーダー養成講座開催事業 完了・終了 12
次世代育成支援対策施設整備事業 計画どおり 12
ファミリー・サポート・センター事業 計画どおり 12

人権 01 人権の尊重 人権文化祭開催事業 計画どおり 14
人権セミナー開催事業 計画どおり 14
人権地域フォーラム開催事業 計画どおり 14
啓発資料「わたしたちの人権問題」全戸配布事業 計画どおり 14
ヒューマンライツメッセージなると開催事業 計画どおり 14
人権教育研究大会開催事業 計画どおり 15
鳴門市人権教育推進協議会支援事業 計画どおり 15

男女共同参画 02 男女共同参画社会の実現 男女共同参画推進事業 計画どおり 15
女性相談事業 計画どおり 15

地域福祉 03 地域福祉の総合的推進 地域福祉計画策定事業 計画どおり 15
高齢者福祉 04 高齢者福祉の推進 高齢者保健福祉計画等策定事業（再掲） 完了・終了 16

シルバー人材センター活動支援事業 計画どおり 16
障害者福祉 05 障害者福祉の推進 第２期障害福祉計画策定事業 完了・終了 16

コミュニケーション支援事業 計画どおり 16
地域活動支援センター事業 計画どおり 17

保健・医療 07 健康・医療対策の推進 健康なると２１推進事業 計画どおり 17
マタニティマーク普及事業 計画どおり 17
麻しん排除計画推進事業 未達成 18
お元気SUNROOM運営事業 計画どおり 18
医療機関連携強化事業 計画どおり 18

社会保障 08 国民健康保険制度の円滑 国民健康保険料収納対策事業 計画どおり 18
な実施 特定健診・特定保健事業 未達成 19

10 介護保険制度の円滑な実施 高齢者保健福祉計画等策定事業（再掲） 完了・終了 19
地域支援事業 計画どおり 19

施策
事務事業名 掲載ページ進捗状況

(1) 子どもいきいき
元気都市 なると

(2) ひとにやさしい
いきがい都市 なると
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　 基本政策（大項目）

政策（中項目） 小項目

２　安全で快適な環境の鳴門づくり

住宅 01 良好な居住環境の整備 市営住宅ストック活用事業 計画どおり 21
市営住宅火災報知器取付事業 計画どおり 21
木造住宅耐震診断・改修支援事業 計画どおり 21
重点密集市街地改良事業 未達成 21

消防 02 消防体制の充実 消防庁舎建設基本計画策定事業 完了・終了 21
鳴門市消防団女性消防分団活動強化事業 計画どおり 22
消防団ポンプ積載車・小型動力ポンプ等整備事業 計画どおり 22
消防分団情報伝達整備事業 計画どおり 22
消防広域化推進事業 未達成 22

救急 03 救急救助・医療体制の充実 救急救命士養成事業 計画どおり 22
危機管理・防災 04 災害に強いまちづくり 地震等災害対策普及啓発事業 計画どおり 23

の推進 急傾斜地崩壊対策事業 計画どおり 23
CATV災害情報提供システム整備事業 計画どおり 23
危機管理・防災マニュアル整備事業 計画どおり 23
自主防災組織結成・活動促進事業 計画どおり 23
広域応援体制整備・強化事業 計画どおり 23
一万人防災備蓄事業 計画どおり 24
競艇場施設耐震化事業 未達成 24

交通安全 05 交通安全対策の充実 踏切保安設備整備事業 完了・終了 24
防犯 06 犯罪のない安全なまちづくりの推進 安全なまちづくり推進事業 計画どおり 24
環境 01 自然環境の保全と環境整備 EM活用水域環境改善・浄化対策事業 計画どおり 25

緑のカーテン普及促進事業 計画どおり 26
環境衛生 02 自然と共生できる循環型 鳴門エコファミリー登録制度事業 完了・終了 26

社会づくりの推進 分別収集対策事業 計画どおり 26
資源ごみ対策事業 計画どおり 26
生ごみ減量対策事業 計画どおり 26
ごみ減量啓発事業 計画どおり 27
「フクロウと子どもたちの森」づくり推進事業 計画どおり 27
環境学習館啓発事業 計画どおり 27
不法投棄監視市民パトロールモデル地域事業 計画どおり 27
旧焼却施設撤去事業 未達成 27

事務事業名 進捗状況 掲載ページ
施策

(1) 安全・安心都市
なると

(2) 資源循環都市
なると
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　 基本政策（大項目）

政策（中項目） 小項目

２　安全で快適な環境の鳴門づくり

環境衛生 03 し尿の適正な処理の推進による良好な水環境づくり 合併処理浄化槽設置整備事業 未達成 28
上水道 04 安全で安定した水の供給 水道施設耐震化事業 未達成 28
下水道 05 公共下水道の推進 旧吉野川流域下水道事業 計画どおり 28

公共下水道事業 未達成 28
３　心豊かで多彩な人材を育む鳴門づくり

教育行政 01 教育行政の充実 学校（園）再編推進事業 計画どおり 30
地場産品の活用と食育の推進事業 計画どおり 30
学校給食のセンター化事業 計画どおり 30
青少年健全育成・子どもの安全確保推進事業 計画どおり 30
外国青年招致事業 計画どおり 31
学校施設耐震化推進事業 未達成 31
学校防犯施設整備事業 計画どおり 31

学校教育 02 幼稚園教育の充実 午後保育（預かり保育）事業 計画どおり 31
03 義務教育の充実 「なると環境スクール」認定事業 計画どおり 32

特別支援教育推進事業 計画どおり 32
学校図書館サポート推進事業 計画どおり 32

04 高等学校教育の充実 豊かな体験活動事業 計画どおり 32
大学連携 05 大学連携の推進 インターンシップ事業 計画どおり 32
生涯学習 01 生涯学習の推進 各種学級（女性・成人・高齢者学級）開設事業 計画どおり 33

公民館活用推進事業 計画どおり 34
放課後子ども教室推進事業 計画どおり 34

図書館 02 市民参加の図書館運営の推進 NPO法人との協働による図書館運営事業 計画どおり 34
スポーツ・レクリエーション 03 生涯スポーツの振興 総合型地域スポーツクラブ設立促進事業 計画どおり 34

体育行事支援事業 計画どおり 35
競技力向上対策支援事業 計画どおり 35

文化振興 04 暮らしの中で文化と創造が 文化振興事業 計画どおり 35
息づくまちづくりの推進 文化会館活性化事業 計画どおり 35

05 文化財の保護と活用 福永家住宅・塩田保存活用事業 計画どおり 36
鳴門板野古墳群整備活用事業 計画どおり 36
板東俘虜収容所整備活用事業 計画どおり 36
市域内出土収集文化財活用事業 計画どおり 36

事務事業名 進捗状況 掲載ページ
施策

(1) 明日を担う教育都市
なると

(2) 自己実現都市
なると

(2) 資源循環都市
なると
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　 基本政策（大項目）

政策（中項目） 小項目

４　活力とにぎわいあふれる鳴門づくり

土地利用 01 計画的な土地利用 鳴門市都市計画マスタープラン改定事業 計画どおり 38
中心市街地活性化 03 中心市街地のにぎわい創出 中心市街地活性化推進事業 計画どおり 38

JR鳴門駅西口整備事業 計画どおり 39
道路 04 安全で快適な道路の整備 四国横断自動車道周辺対策事業 未達成 39

高速道路整備支援事業 計画どおり 39
明神日出線改良事業 未着手 39
木津野松村線改良事業 前倒し実施 39
道路橋梁耐震化事業 計画どおり 40

交通 05 公共交通網の充実 公共交通対策事業 計画どおり 40
市営バス経営改善事業 未達成 40

公園・緑地 06 緑の保全と創出 木津城山公園整備事業 計画どおり 40
ドイツ村公園整備事業 未達成 40
鳴門ウチノ海総合公園活用推進事業 計画どおり 41

河川・海岸・港湾 07 自然環境と景観に配慮した 河川改良事業 計画どおり 41
河川・海岸・港湾の整備 排水機場樋門整備事業 計画どおり 41

室漁港海岸整備事業 計画どおり 41
産業 08 産業の振興と経営基盤の 伝統的工芸品産業振興事業 計画どおり 42

充実強化 ビジネスサポーター制度事業 未達成 42
企業誘致推進事業 計画どおり 42

農林水産業 10 農業の振興 農業担い手育成対策事業 計画どおり 42
ブランド産地推進事業（再掲） 計画どおり 43
農水産物起業啓発事業（再掲） 計画どおり 43
農業後継者パートナー対策事業 未達成 43
地産地消推進事業（再掲） 計画どおり 43
農地・水・環境保全向上対策事業 計画どおり 44

12 林業の振興 鳥獣被害対策事業 計画どおり 44
13 水産業の振興 漁場環境保全創造事業 計画どおり 44

撫佐漁港整備事業 計画どおり 44
ブランド産地推進事業（再掲） 計画どおり 45
農水産物起業啓発事業（再掲） 計画どおり 45
地産地消推進事業（再掲） 計画どおり 45

事務事業名 進捗状況 掲載ページ
施策

(1) 活力都市
なると
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　 基本政策（大項目）

政策（中項目） 小項目

４　活力とにぎわいあふれる鳴門づくり

観光 01 観光・交流のまちづくり 阿波踊り振興事業 計画どおり 46
レンタサイクル事業 計画どおり 46
観光ボランティアガイド育成事業 計画どおり 46
瀬戸内四都市広域観光推進事業 計画どおり 47
神戸淡路鳴門自動車道全通10周年記念事業 完了・終了 47
コンベンション誘致支援事業 計画どおり 47
外国人観光客来訪促進事業 計画どおり 47
徳島ヴォルテスホームタウン連携事業 計画どおり 47

国際・国内交流 02 国際・国内交流の推進 国際・国内交流推進事業 計画どおり 48
ドイツ館活性化事業 計画どおり 48

５　分権社会に向けた新しい鳴門づくり

コミュニティ 01 地域のまちづくりの推進 コミュニティ活動活性化事業 計画どおり 49
コミュニティ助成事業 計画どおり 49
地域づくり支援事業 計画どおり 49

ボランティア・NPO 02 ボランティア・NPO法人の活動促進 市民活動支援センター事業 計画どおり 50
市民参画 03 開かれた行政と市民参画 鳴門市自治基本条例制定事業 計画どおり 50

の推進 出前市長室事業 計画どおり 50
広報なると・テレビ広報充実事業 計画どおり 50
情報公開・個人情報保護事務 計画どおり 51
市民政策提案制度事業 計画どおり 51
行政評価推進事業 計画どおり 51
広域連携調査研究事業 計画どおり 51

情報化 01 情報化の推進 電子申請等共同受付システム構築事業 計画どおり 52
電子自治体情報化戦略推進事業 計画どおり 52
電子入札導入検討事業 計画どおり 52

行財政運営 02 効率的・効果的な行財政運 財政健全化計画推進事業 計画どおり 52
営の推進 市税徴収率向上対策事業 計画どおり 53

市営住宅家賃滞納整理事業 計画どおり 53
集中改革プラン推進事業 計画どおり 53
職員提案制度事業 計画どおり 53
職員人材育成研修事業 計画どおり 53

事務事業名 進捗状況 掲載ページ
施策

(1) 新しいかたち・市民
参加都市 なると

(2) 行政・品質向上都市
なると

(2) 観光発信！魅力都市
なると
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第1章 第1節　子どもいきいき元気都市　なると

Ⅴ 実施計画実績
第１章　健康で安心して暮らせる鳴門づくり
第１節　子どもいきいき元気都市　なると

子どものまち

児童福祉

母子寡婦父子福祉

【01 子どもが主役のまちづくりの推進－(3)子どもがすくすく育つまちづくり】
（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課 1,065 924 920 920

(1)次世代育成支援の推進

(1)児童の健全育成

(3)子どもがすくすく育つまちづくり

(2)子どもが自ら学び、考え、行動するまちづくり

(3)相談・指導体制の充実

(2)経済的自立の支援

（単位：千円）

計画期間（下段：事業費）

継続

計画どおり

【政策】 【基本事業】

子どものまち推進
事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

(3)子育て家庭への支援

【施策】

01 子どもが主役のまちづくりの推進

02 児童福祉の推進

03 母子寡婦父子福祉の推進

「子どものまち宣言」の趣旨に沿い、「地域
で子どもを育てる」という視点に立つまちづ
くりを目指して、市民みんなが「子どものま
ちづくり」について考える機会をつくる。ま
た、子どもたちに対して様々な体験活動の機
会の提供を図る。

(2)保育所の充実

平成20年度実績

【なると再発見子どもバス事業】会津若松の子ども
たちとの交流会のほか、市内の施設を見学し、体験
活動等を行った。参加者は３６名。
【子どもホリデーフリーバス事業】本事業の啓発と
利用者増を図るため、Ｎ＊ＣＡＰの参加者が利用し
たほか、「子どものまちフェスティバル」には会場
まで臨時便を運行した。平成２０年度の利用延べ人
数は１,５１４人。
【子どものまちづくり推進事業】子育て、親育てに
関わる関係機関が連携し、みんなで支え合える地域
づくりを目指すことを目的に、「お母さんの一言で
子どもが変わる」という題目で講演会を開催した。

(4)要保護児童への支援

1,006

(1)子育て支援及び生活の場の整備

 
子
ど
も
い
き
い
き

 
元
気
都
市
な
る
と

重1-1
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第1章 第1節　子どもいきいき元気都市　なると

【02 児童福祉の推進－(1)児童の健全育成】
（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課 45,174 59,480 50,860 50,860

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課 345 294 290 290

【02 児童福祉の推進－(2)保育所の充実】
（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課 － － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課 73

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課 105,175 70,090 70,000

【02 児童福祉の推進－(3)子育て家庭への支援】
（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：子どもいきいき課 9,078 8,978 8,970 8,970

公立保育所のあり方について検討するとともに、民
間移管した４保育園において、運営状況の把握に努
めた。

計画どおり

継続

継続

継続

計画どおり

完了・終了

60

平成20年度実績

－

（単位：千円）

計画どおり

平成20年度実績

学校の余裕教室や児童館等１２ヶ所において、小学
校児童（１年生～６年生）を対象に実施した。さら
に、明神児童クラブ設立に向けて、保護者や関係機
関と協議を行った。

338

市内、公私立保育所より20人の保育士が参加し、
年間６回実施した。課題とする4つのテーマに添
い、グループ研修に取り組むとともに、相互に意見
発表や成果を冊子としてまとめた。

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

つくし保育所（改築工事）及び木津さくらんぼ保育
園（大規模修繕工事）に対する補助金を交付した。

89,188

平成20年度実績

継続

私立保育所の老朽化に伴う施設整備を支援す
ることにより、乳幼児にとって良い保育環境
を提供する。

広報なると等で会員募集を行い、平成２０年度末に
は会員数が377人と昨年度末より125人増加し
た。活動件数も約１,０００件となっており、講習
会や交流会等の活動も実施した。

計画どおり

9,078

市内において「育児の援助をしたい人」と
「育児の援助を受けたい人」を会員として登
録し、会員間による育児の相互援助活動を支
援することで、より地域における子育て支援
及び仕事と育児の両立等の環境整備を図る。

保育サービスの質の向上を図ることを目的と
して、公立・私立保育所の保育士等を対象に
必要な知識の習得や専門性を高めるための研
修を実施する。 継続

保育サービスの充実や効率的な行政運営を進
める観点から、公立保育所のあり方を検討
し、再編に向けた取り組みを進める。

ファミリー・サ
ポート・センター
事業

継続

継続

保育士リーダー養
成講座開催事業

実施

事　務　事　業　名 事　業　概　要

次世代育成支援対
策施設整備事業

絵本と出会う親子
ふれあい推進事業

公立保育所再編事
業

絵本を通じて親子の絆を深め、子どもの豊か
な人間性を育むため、4か月健診時を活用し
て絵本の読み聞かせを行い、絵本との出会い
の場を提供するとともに、絵本を贈り親子で
絵本に親しむ環境づくりを進める。 継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

放課後児童健全育
成事業

継続

事　務　事　業　名

仕事などで昼間保護者のいない家庭の児童を
対象に、学校の余裕教室や児童館等を活用し
市内12か所の児童クラブで実施されている、
放課後健全育成事業を支援する。

事　業　概　要

継続

（単位：千円）

（単位：千円）

４か月健診時を活用し、絵本の読み聞かせや絵本と
の出会いの場を提供し、絵本に親しむ取り組みを年
１２回実施した。
絵本を３８６人に配布した。

計画どおり

50,656

重1-2

重1-2

重1-2

重1-2

重1-2新

重1-3

平成２０年度で
「完了・終了」
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第1章 第2節　ひとにやさしいいきがい都市　なると

第２節　ひとにやさしいいきがい都市　なると

人権

(2)健康意識の高揚と保健予防活動の充実

(2)要介護認定及び給付の適正化

(1)健全財政の確立
(2)医療費適正化の推進
(3)特定健診・特定保健指導の推進

(2)年金相談の充実
(1)加入勧奨

(1)保険制度の周知

(4)地域密着型サービス事業の認可・指導・監督
(5)地域支援事業の拡充・介護予防事業の推進

(3)地域包括ケア体制の確立と医療連携

(2)保険料収納率の向上

(2)介護サービスの充実
(3)居住環境の向上

(1)健全財政の確立と制度の維持

(3)健康相談機能の充実
(4)医療の充実

(2)低所得者福祉の充実

(4)地域福祉計画の策定

(2)地域福祉活動の推進
(3)人にやさしいまちづくりの推進

(1)生きがいと健康づくりの推進

(1)健康増進計画「健康なると21」の推進

(3)男女が共に担う家庭責任・地域づくりの推進

(5)男女が共に自立した生き方を支える福祉の充実と健康の増進
(6)国際交流・国際貢献の推進

(1)社会参加の促進

(1)地域福祉意識の高揚

(4)就労における男女平等の推進と環境整備

(2)福祉サービスの充実
(3)生活環境の整備

(1)生活の安定と向上

【政策】

(4)人権教育

(1)人権行政の推進

(1)男女平等社会への意識改革の推進

【基本事業】

(2)人権意識の高揚

02 男女共同参画社会の実現

(3)人権擁護機関との連携強化

(2)社会のあらゆる分野への男女共同参画の推進

【施策】

　男女共同参画

01 人権の尊重

10 介護保険制度の円滑な実施

　地域福祉

　高齢者福祉

　保健・医療

04 高齢者福祉の推進

03 地域福祉の総合的推進

　障害者福祉

06 生活困窮者の自立支援

05 障害者福祉の推進

11 国民年金制度の推進

07 健康・医療対策の推進

　低所得者福祉

08 国民健康保険制度の円滑な実施

　社会保障

09 後期高齢者医療制度の円滑な実施

　

ひ
と
に
や
さ
し
い

　
い
き
が
い
都
市
な
る
と
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第1章 第2節　ひとにやさしいいきがい都市　なると

【01 人権の尊重－(1)人権行政の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：人権福祉センター 1,110 1,107 1,100 1,100

【01 人権の尊重－(2)人権意識の高揚】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：人権推進課 214 214 210 210

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 322 315 310 310

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 695 692 690 690

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 286 249 240 240

706

人権作文の発表や伊丹市の人権教育指導員に
よる講演会を開催した。

「さまざまな人権」を研修課題に、１０月４
日、１０月１１日、１０月１８日、１０月２
５日の各土曜日４回開催し、広く一般市民に
啓発することにより人権に対する意識改革を
行った。

計画どおり

304

計画どおり

239

人権問題の啓発資料としてリーフレット
（「わたしたちの人権問題」NO.38）を
26,000部作成し、市内全戸に配布した。

計画どおり

保育所、幼稚園、小・中・高等学校、行政
及び市民による人権問題に関する作品の展
示及び講演会などを通じて、あらゆる人権
が尊重されるまちづくりを推進するため開
催する。

一人ひとりが人権に関する正しい理解と認
識を深め、人権尊重のまちづくりを推進す
るため、本市と板野郡5町の共催でフォー
ラムを開催する。

平成20年度実績

平成20年度実績

計画どおり

鳴門市と板野郡5町が共催で～「ひとごと」か
ら「わがこと」へ～、をテーマに共通した議
題などを討議し、ともに学ぶ研修を行った。

計画どおり

214

11月15日（土）～11月23日（日）人権福
祉センター等において、あらゆる人権が尊重
されるまちづくりを推進するため、保、幼、
小・中・高等学校、行政及び市民による人権
問題に関する作品を展示、大麻中学校生徒に
よる人権劇及び講演会を開催し、啓発に努め
た。 来館者数7,311人。

事　業　概　要

人権問題を身近な問題と捉えてその解決に
向けて主体的に取り組む市民を育成するた
め、身近な人権問題の資料を作成し、啓発
資料として市内全戸に配布を行う。

「人権」に関して理解と認識を深め、人権
意識を高めることを目的に開催する。

継続

事　務　事　業　名

人権セミナー開催
事業

啓発資料「わたし
たちの人権問題」
全戸配布事業

人権地域フォ－ラ
ム開催事業

人権文化祭開催事
業

事　業　概　要

一人ひとりが人権に関する正しい理解と認
識を深め、人権尊重のまちづくりを推進す
るため、小・中・高・大学生による人権作
文の発表や、特別支援学級児童・生徒の作
品展及び人権問題講演会を開催する。

ヒューマンライツ
メッセージなると
開催事業

事　務　事　業　名

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

830

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

重1-5

重1-5

重1-5

重1-5

重1-5
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第1章 第2節　ひとにやさしいいきがい都市　なると

【01 人権の尊重－(4)人権教育】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 646 632 630 630

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 1,462 1,388 1,380 1,380

【02 男女共同参画社会の実現－(2)社会のあらゆる分野への男女共同参画の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：人権推進課 186 128 120 120

【02 男女共同参画社会の実現－(5)男女が共に自立した生き方を支える福祉の充実と健康の増進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：人権推進課 269 313 310 310

【03 地域福祉の総合的推進－(4)地域福祉計画の策定】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：長寿障がい福祉課 － － 1,450 1,460

検討 実施

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

平成20年度実績

計画どおり

269

平成20年度実績

計画どおり

－

策定業務企画書を入手し、策定作業を進める
にあたっては、「住民参加による計画づく
り」と「実効性ある計画づくり」の２点に重
点を置くなど今後の計画策定に向けて検討を
進めた。

平成20年度実績

市人権教育推進協議会が実施する人権地域
フォーラム・人権教育研究大会等、各種行事
の開催、支援を行い、市民の人権意識の啓発
を促進した。

584

男女共同参画リーダー養成講座を４回（1月
17･24･31日、2月7日）と男女共生セミ
ナーを２回 （7月11･18日）開催した。

計画どおり

188

平成20年度実績

計画どおり

計画どおり

瀬戸保育所、鳴門東幼稚園などの各会場で意
見発表、講演会などを行った。

ＤＶ被害者など相談者が増加したことから、
本庁１８回、隣保館相談事業による人権セン
ター１７回の計３５回の女性相談室を設け年
間延べ１２８人の相談者への対応を行った。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

地域福祉計画策定
事業

検討

女性相談事業

男女共生についての理解と認識を深めると
ともに、男女共同参画社会の実現に向けて
活動を推進するリーダーの養成を図る。

男女共同参画推進
事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

本市における社会人権教育推進の中核をな
す鳴門市人権教育推進協議会の活動への支
援を継続して行う。

1,462

これまでの同和教育・啓発の手法を生かし
ながら、本市における人権教育・啓発を構
築、実践する大会として継続していく。

すべての市民が住み慣れた地域で、安心し
て自立した生活を送れるよう、地域社会の
様々な力を活用しながら、福祉サービスを
総合的に提供する仕組みを作り上げるた
め、「地域福祉計画」を策定する。

事　業　概　要

男女共同参画社会実現のため、女性に対す
る偏見や差別意識、人権侵害により苦しむ
女性を擁護・救済することを目的に実施す
る。

人権教育研究大会
開催事業

事　務　事　業　名

継続

継続

継続

鳴門市人権教育推
進協議会支援事業

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

重1-5

重1-5

重1-5

重1-5
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第1章 第2節　ひとにやさしいいきがい都市　なると

【04 高齢者福祉の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：介護保険課・長寿障がい福祉課 3,033

【04 高齢者福祉の推進－(1)生きがいと健康づくりの推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：長寿障がい福祉課 1,000 1,000 1,000 1,000

【05 障害者福祉の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：長寿障がい福祉課 1,380

【05 障害者福祉の推進－(1)社会参加の促進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：長寿障がい福祉課 2,520

高齢者保健福祉計
画等策定事業（再
掲）

策定

平成18年度に策定した障害福祉計画が、
第1期計画期間（平成18年度～20年度）
の3年目を迎えることから、社会保障制度
全般の動向や社会経済状況の変化に対応す
るため見直し、平成21年度から23年度を
期間とする第2期計画を策定する。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

老人福祉法及び介護保険法に基づき市町村
に策定が義務づけられている「高齢者保健
福祉計画及び介護保険事業計画（第4期計
画、平成21～23年度）」を策定する。

シルバー人材セン
ター活動支援事業

第2期障害福祉計画
策定事業

事　業　概　要

コミュニケーショ
ン支援事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

高齢者に、そのライフスタイルに合わせた
臨時的・短期的な雇用・就業機会を提供し
ているシルバー人材センターの組織力の強
化を図る。

聴覚障害者（児）一人ひとりに応じた情報
やコミュニケーションを確保するため、手
話通訳者による、コミュニケーション支
援、情報提供支援、相談及び生活支援等を
行う。

事　務　事　業　名

継続

実施

策定

高齢者のライフスタイルに合わせた臨時的・
短期的な雇用・就業機会を提供しているシル
バー人材センターの組織力強化を図るため、
補助金を交付し支援した。

平成20年度実績

計画どおり

1,000

平成20年度実績

平成20年度実績

鳴門市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業
計画策定委員２１人（うち２人は市民公募）
による策定委員会（５回）を開催、審議し、
「高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画
（第4期計画、平成21～23年度）」を策定し
た。

完了・終了

平成20年度実績

手話通訳者を配置するとともに、手話通訳等
を行う者の派遣等を行い、聴力障害者等との
コミュニケーションの円滑化を図った。

計画どおり

2,687

第２期鳴門市障害福祉計画策定委員１７人
（うち１人は市民公募）による策定委員会を
開催、審議し、平成２１年３月に市長に答
申。第２期障害福祉計画を策定した。

完了・終了

1,559

2,964

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

新

新 重1-6

新

重1-7

平成２０年度で
「完了・終了」

平成２０年度で
「完了・終了」

平成２１年度より
「地域活動支援セン
ター事業」等と統合
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第1章 第2節　ひとにやさしいいきがい都市　なると

【05 障害者福祉の推進－(3)生活環境の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：長寿障がい福祉課 21,500

【07 健康・医療対策の推進－(1)健康増進計画「健康なると21」の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：健康づくり課 595 113 110 110

【07 健康・医療対策の推進－(2)健康意識の高揚と保健予防活動の充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：健康づくり課 － 3 135 3

継続

計画期間（下段：事業費）

マタニティマーク
普及事業

健康なると21推進
事業

事　業　概　要

継続

「健康なると２１」に基づき、健康を増進
し、生活習慣病などの発病を予防して健康
寿命の延伸を図るため、住民参加により広
く市民の健康意識の向上に努める。

継続

事　業　概　要

地域活動支援セン
ター事業

地域の実情に応じて、障害者等に創作的活
動又は生産活動の機会の提供、社会との交
流の促進等の便宜を図ることにより、障害
者等の地域生活を支援する。

継続

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名

妊婦に対する市民の思いやりや、妊婦の健
やかなマタニティーライフのための生活環
境を確保ができるようマタニティマークの
普及啓発を図る。

肥満予防・改善の取り組みを進めるための
ツールとなる「肥満予防ファイル」をワーク
ショップメンバーで作成し活用を推進した。
また、平成２０年度は「健康なると２１」推
進の中間年として、市民の健康意識調査、調
査結果の分析を実施し、「健康なると２１」
の中間評価と内容の見直しを行い、今後の市
民の健康づくりに対する支援の方向性の明確
化を図った。

計画どおり

17,416

平成１９年度と同様に母子健康手帳交付時に
マタニティマークキーホルダーを配布した。
配布数４５２個。市庁舎を利用の際の妊婦や
産婦の利便性を図ることを目的に、身体障害
者用の駐車スペースを一緒に利用できるよう
に４ケ所整備を実施した。各戸配布の人権推
進のためのちらしに「マタニティマークにつ
いて」の説明を入れてもらい、市民への啓発
を図った。

計画どおり

平成20年度実績

計画どおり

406

－

平成20年度実績

平成20年度実績

地域活動支援センターオリーブの木、ＮＰＯ
法人ぽてとくらぶ、平成２０年１１月から障
害支援センター桜を追加し、地域生活支援の
促進を図った。

継続

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

重1-8

重1-8

重1-7

平成２１年度より
「コミュニケーション支

援事業」等と統合
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第1章 第2節　ひとにやさしいいきがい都市　なると

【07 健康・医療対策の推進－(2)健康意識の高揚と保健予防活動の充実】（続き） （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：健康づくり課 7,025 11,764 11,760 11,760

【07 健康・医療対策の推進－(3)健康相談機能の充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：健康づくり課 170 269 260 260

【07 健康・医療対策の推進－(4)医療の充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：健康づくり課 － － － －

【08 国民健康保険制度の円滑な実施－(1)健全財政の確立】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：保険課 12,985 15,140 15,140 15,140

事　務　事　業　名 事　業　概　要
平成20年度実績 計画期間（下段：事業費）

麻しん排除計画推
進事業

平成19年度の流行で問題になったはしか
の排除を目的として、10代でワクチン接
種が1回だけの者への補足接種を5か年計
画で実施する。

実施

医療機関連携強化
事業

お元気 SUN
ROOM 運営事業

医療関係者の連絡会を設置し、医療の連携
強化と充実に努める。

事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名

広く市民の健康についての相談窓口として
常設し、乳幼児から高齢者までの健康や食
事に対する悩み相談を受け、市民の健康増
進に努める。

事　務　事　業　名

継続

国民健康保険料収
納対策事業

保険料収納率の向上のため、嘱託収納員に
よる定期的な臨戸徴収などさまざまな対策
を進める。

事　業　概　要

継続

実施

５月と１１月の２回にわたり懇話会を開催
し、それぞれの立場での地域医療に対する取
り組みについて意見交換を行い、本市の医療
について共通認識を図った。

３期（中学校１年生相当）対象者には、学校
を通じて周知徹底を図り、４期（高校３年生
相当）対象者には個人通知を実施した。
〔接種者実績数〕
３期（中学校１年生相当）対象者５８７人、
接種者数４９５人、接種率８４.３％
４期（高校３年生相当）対象者５９５人、接
種者数４３７人、接種率７３.４％

接種勧奨はさまざまな方法
（教育委員会等の協力を得
て接種勧奨。秋以降に、未
接種者にはがきによる接種
勧奨を再度実施。さらに、
年度末には未接種者に対し
て電話による接種勧奨も実
施。）で実施したが、最終
国の目標である９５％の接
種率には到達しなかった。

未達成

計画どおり

240

年間の開催日数は２４４日で、平日の第２
（火）・第４（木）は１９：００まで開所時
間を延長した。
利用延べ人員　２,７１７人

8,652

平成20年度実績

平成20年度実績

計画どおり

－

平成20年度実績

嘱託収納員５人による臨戸徴収を、通年で行
うとともに、定期的に滞納者を対象とした休
日・夜間納付相談会を実施した。また、随
時、窓口における納付相談や電話催告、文書
催告を行うことにより、滞納者との接触の機
会を増やすよう取り組んだ。

計画どおり

12,037

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

新

重1-8

新 重1-8
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第1章 第2節　ひとにやさしいいきがい都市　なると

【08 国民健康保険制度の円滑な実施－(3)特定健診・特定保健指導の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：保険課 26,122 38,081 47,096 54,637

【10 介護保険制度の円滑な実施】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：介護保険課・長寿障がい福祉課 3,033

【10 介護保険制度の円滑な実施－(5)地域支援事業の拡充・介護予防事業の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：介護保険課 118,695

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）
事　務　事　業　名 事　業　概　要

地域支援事業

高齢になっても一人ひとりの市民が地域に
おいて自立して日常生活が営めるよう介護
予防事業等の地域支援事業を実施する。

高齢者保健福祉計
画等策定事業（再
掲）

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　業　概　要

老人福祉法及び介護保険法に基づき市町村
に策定が義務づけられている「高齢者保健
福祉計画及び介護保険事業計画（第4期計
画、平成21～23年度）」を策定する。

継続

策定

特定健診・特定保
健事業

事　務　事　業　名

国民健康保険加入者を対象として、内臓脂
肪型肥満に着目した特定健診・特定保健指
導を実施する。

実施

平成20年度実績

計画どおり

113,271

特定健康診査の対象となる被保険者に対し、
受診券の送付を行い、健診実績に基づいて、
特定保健指導対象者に利用券の送付を行っ
た。

制度開始初年度ということ
もあり、制度への理解が十
分に図られなかった。

19,951

平成20年度実績

鳴門市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業
計画策定委員２１人（うち２人は市民公募）
による策定委員会（５回）を開催、審議し、
「高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画
（第4期計画、平成21～23年度）」を策定し
た。

・地域包括支援センター円滑運営では、総合
相談、介護予防事業等を実施した。
・任意事業では、介護相談員派遣事業、家族
介護教室開催、制度等普及啓発を行った。
・その他では、認知症モデル事業の実施や、
NPO法人との連携を図った。

完了・終了

2,964

未達成

平成20年度実績

継続

計画期間（下段：事業費）

新 重1-8

重1-6

新

平成２０年度で
「完了・終了」

平成２１年度より
「地域支援事業（介護
予防事業）」・「（包括
的支援事業及び任意

事業）」に分割
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第2章 第1節　安全・安心都市　なると

第２章　安全で快適な環境の鳴門づくり
第１節　安全・安心都市　なると

住宅

消防

救急

危機管理・防災

交通安全

防犯

消費生活

火葬場・墓地

(2)救急医療体制の充実

(1)危機管理・防災意識の高揚

(2)交通環境の整備

(3)消費者への啓発の推進

(2)消費者保護の推進

(3)応急手当の普及啓発活動の充実

(2)危機管理・防災体制の強化

(4)環境問題への意識高揚

(2)市有墓地の管理

(1)火葬場の整備と来所者サービスの向上

(3)防災施設の整備・充実

(1)防犯対策の推進

(1)消費生活センターの充実

(3)交通事故被害者の救済

(1)交通安全意識の高揚

(1)救急体制の充実

(3)市町村広域消防運営計画の策定

(1)住宅ストックの有効活用

(1)予防対策の推進

(2)消防力の強化

【政策】

(2)安全で安心な居住環境の整備

01 良好な居住環境の整備

【基本事業】【施策】

02 消防体制の充実

03 救急救助・医療体制の充実

04 災害に強いまちづくりの推進

05 交通安全対策の充実

06 犯罪のない安全なまちづくりの推進

07 消費者の自立と保護

08 火葬場・墓地の適正な運営・管理

安
全
・
安
心
都
市
な
る
と
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第2章 第1節　安全・安心都市　なると

【01 良好な居住環境の整備－(1)住宅ストックの有効活用】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：まちづくり課 17,050 16,550 16,550 16,550

進捗状況

決算見込み

担当課：まちづくり課 2,963 3,152 3,306

【01 良好な居住環境の整備－(2)安全で安心な居住環境の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：まちづくり課 19,164 19,144 19,140 19,140

進捗状況

決算見込み

担当課：まちづくり課 － － － －

【02 消防体制の充実－(2)消防力の強化】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 2,000

市営住宅火災報知
器取付事業

消防庁舎建設基本
計画策定事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

住宅火災による死者の発生を低減させるた
め、火災報知器を市営住宅の全団地に、計画
的・年次的に取り付けていく。

全市的な調査を行い重点密集市街地を含む地
震災害危険地区を抽出するとともに、住環境
の整備目標・整備方針を設定し、現況把握、
被害避難の想定、対応方策案の検討を行う。

木造住宅耐震診
断・改修支援事業

重点密集市街地改
良事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

鳴門市市営住宅ストック総合活用計画に基づ
き、年次的・効率的に住環境の改善に努め
る。

市営住宅ストック
活用事業

継続

継続

継続

実施

事　務　事　業　名 事　業　概　要

災害時の活動拠点となる消防庁舎の建て替え
に向けての基本計画を策定する。

昭和56年以前に建築された木造住宅の耐震
診断を希望する市民に対し財政支援を行い、
さらに倒壊の可能性が高いと診断された住宅
の耐震改修に対して助成する。

平成20年度実績

12,307

新庁舎建設に関する地質調査を行った。

平成20年度実績

完了・終了

1,704

矢倉団地G棟～L棟１８２戸に火災報知器
の取り付けを行った。

計画どおり

矢倉団地Ｉ棟外壁及び屋上防水等の改修を
行った。

計画どおり

2,420

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

継続

修復型の事業手法について取
り組んだが、実績は0件で
あった。なお、県から避難所
の確保など住環境整備につい
て提案があり、検討を加え
た。

未達成

－

計画期間（下段：事業費）平成20年度実績

耐震診断は希望する８０戸、耐震改修は１
２戸に対して支援した。

計画どおり

10,094

修復型の事業手法（耐震診断・耐震改修
等）を中心に進め、住環境整備の施策につ
いて検討を行った。

継続

計画期間（下段：事業費）

重2-1

重2-2

重2-3新

平成２０年度で
「完了・終了」
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第2章 第1節　安全・安心都市　なると

【02 消防体制の充実－(2)消防力の強化（続き）】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 200

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 11,400 30,000 12,300 12,600

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 672 672 168

【02 消防体制の充実－(3)市町村広域消防運営計画の策定】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：消防総務課 － － － －

【03 救急救助・医療体制の充実－(1)救急体制の充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：予防課 5,258 3,049 3,040 3,040

消防広域化推進事
業

県が策定する「徳島県消防広域化推進計画」
に基づき、「市町村広域消防運営計画」を策
定し、東南海・南海地震をはじめとする新た
な消防需要に対応できる消防事業の広域化を
進める。

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

女性消防団を活用し、独居老人宅の防火診
断、各自治会等での初期消火訓練指導などを
通じ市民への防火意識の高揚・啓発に努め
る。

消防団ポンプ積載
車・小型動力ポン
プ等整備事業

鳴門市消防団女性
消防分団活動強化
事業

継続

事　業　概　要

東南海・南海地震の際、同時多発火災の発生
が想定されることから消防団に配備している
設備を定期的に更新し、地域の消防力を強化
する。

消防分団詰所とテレビ鳴門を接続することに
より、気象情報・被災情報等を迅速に把握す
る。また、消防分団・災害対策本部相互間の
情報伝達をスムーズにし、効率よく出動する
体制を整備する。

事　業　概　要

継続

継続

県が平成20年8月に策定し
た「徳島県消防広域化推進計
画」に基づき、市町村が策定
しなければならない「徳島県
の消防広域化運営計画」を検
討するためにワーキンググ
ループ（総務部会、予防部
会、警防・通信部会）が設置
されたのみで、県との調整が
できなかった。

未達成

－

672

消防分団情報伝達
整備事業

救急救命士養成事
業

救急患者の救命率の向上と救急医療の高度化
を推進するため、救急救命士を計画的に養成
する。

継続

平成２０年８月に策定された「徳島県消防
広域化推進計画」に基づき「市町村広域消
防運営計画」策定に向け、準備チームを編
成する事前調整を行った。

平成20年度実績

救急救命士を２人養成した。
計画どおり

4,900

消防分団詰所とテレビ鳴門を接続し、災害
対策本部相互間の情報伝達などが迅速かつ
効率よくなり、効果的に出動ができるよう
整備ができた。

計画どおり

計画どおり

11,391

女性の特性を生かし、保育所、幼稚園での
防火・防災教室・各種訓練・イベント等に
積極的に参加し、市民の防火・防災意識の
普及啓発に努めた。

平成20年度実績

計画どおり

平成20年度実績

52

老朽化した消防団の小型ポンプ積載車およ
び小型ポンプをそれぞれ3台を更新した。

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

重2-3

重2-3

重2-4

平成２１年度より
経常的な事業へ

平成２１年度より
「消防車両等整備事

業」」に名変

22



第2章 第1節　安全・安心都市　なると

【04 災害に強いまちづくりの推進－(1)危機管理・防災意識の高揚】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：市民生活安心課 5,530 181 180 180

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 4,005

【04 災害に強いまちづくりの推進－(2)危機管理・防災体制の強化】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：秘書広報課 4,542 4,542 1,602

進捗状況

決算見込み

担当課：市民生活安心課 － － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：市民生活安心課・予防課 1,914 2,048 2,040 2,040

進捗状況

決算見込み

担当課：予防課 33 33 30 30

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

継続

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

計画どおり

－

計画どおり

1,000

1,006

平成20年度実績

「洪水・津波ハザードマップ」「揺れやす
さマップ」の印刷を行い、各自主防災会や
各自治振興会に配布を協力してもらうとと
もに、ホームページに掲載した。

計画どおり

3,934

鳴門市危機管理指針に基づき、各部課が所
管する危機事態に対し、事前・応急及び事
後対策を迅速・的確に実施するためのマ
ニュアル作りを進めた。

立岩地区急傾斜地崩壊対策工事を行った。

新しく結成される自主防災組織の活動・運
営を支援するため、「鳴門市自主防災組織
結成推進事業助成金」制度を設けた。
また、未結成地区に対しては地域の会合の
中で、地域防災の重要性を説明などし、自
主防災組織結成を要請した。

計画どおり

33

平成20年度実績

災害情報をリアルタイムに提供できる体制
をとっていたが、市災害対策本部を設置す
るような災害が発生しなかった。

計画どおり

4,541

近畿ブロック（大阪府）訓練に救助隊（５
人）が参加した。

計画どおり

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

広域応援体制整
備・強化事業

自主防災組織結
成・活動促進事業

市民の危機意識の向上を図りながら、自主防
災組織率を100％にすることを目標に、自
主防災組織の結成促進や結成された自主防災
組織の活動・運営を支援する。

広域応援協定に基づく防災訓練に参加し、災
害発生に備えた相互応援体制を強化する。

危機管理･防災マ
ニュアル整備事業

東南海・南海地震や台風などによる風水害に
関する普及啓発活動を行うとともに、各種ハ
ザードマップを作成し、地震や風水害時の防
災活動や地震発生時の対応について周知徹底
を図る。

地震等災害対策普
及啓発事業

全庁的・総合的な危機管理防災体制の確立に
向け、東南海・南海地震や風水害などの大規
模災害に対する計画の策定や危機管理マニュ
アルを整備する。

急傾斜地崩壊対策
事業

ＣＡＴＶ災害情報提
供システム整備事業

土砂災害が発生するおそれのある危険な箇所
について、緊急性の高いものから対策工事を
順次行う。

災害時、ＣＡＴＶ災害情報提供システムによ
り、市民に文字や音声、映像による災害情報
を提供する。さらに、国土交通省により構築
される情報共有ネットワークによる映像等に
ついても活用を進める。

継続

継続

継続

継続

継続

継続

重2-6

重2-5

重2-5

重2-5

重2-5

重2-7

平成２０年度で
工事対策箇所完了
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第2章 第1節　安全・安心都市　なると

【04 災害に強いまちづくりの推進－(3)防災施設の整備・充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：市民生活安心課 1,240 1,190 1,190 1,190

進捗状況

決算見込み

担当課：競艇管理課 － － 未定 未定

【05 交通安全対策の充実－(2)交通環境の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：市民生活安心課 5,700

【06 犯罪のない安全なまちづくりの推進－(1)防犯対策の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：市民生活安心課 1,500 1,500 1,500

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

平成20年度実績

災害対策本部支部用に２,０００食のアル
ファ米を、また乳幼児用に粉ミルク４８缶
の備蓄を行った。
アルファ米については市内全支部への備蓄
が完了した。

完了・終了

4,222

平成20年度実績

施設全体が老朽化しているこ
とから、全体的な改良や施設
を維持していくための方法を
検討しているが、厳しい経営
状況下で結論を導き出せてい
ない。

未達成

－

地域での交通安全活動、防犯活動に対し、
補助金で支援することにより活動の活性化
を図った。平成２０年度は６自治振興会に
対し補助を行った。

計画どおり

1,969

計画どおり

574

耐震予備診断で耐震補強の必要性などを指
摘されており、特に早期対応が必要とされ
た部分について対策を検討した。経営状況
の悪化に対応するため、経営体制の抜本的
な見直しとともに、施設改善の手法などに
ついて検討会議で平成２１年度中に検討す
ることとした。

平成20年度実績

川崎第３踏切（大麻町）一種化工事に対
し、補助金の交付を行った。

一万人防災備蓄事
業

競艇場施設の耐震予備診断結果等により必要
とされる施設の改良や耐震化の検討を進め
る。

競艇場施設耐震化
事業

踏切保安設備整備
事業

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名 事　業　概　要

東南海・南海地震や台風などによる災害等に
備え、災害対策として必要な資機材や食糧等
の備蓄を行い、市民が避難所等で安心できる
よう計画的に一万人に対応できる備蓄を推進
する。

事　業　概　要

実施

犯罪や事故等のない安全なまちづくりを積極
的にすすめるため、地域ごとで安全なまちづ
くり活動を推進する。

事　業　概　要

交通事故の防止及び交通の円滑化を図るた
め、ＪＲ四国が行う踏切保安設備が整備され
ていない踏切の改良に対し支援する。

安全なまちづくり
推進事業

実施

実施

継続

事　務　事　業　名

重2-9新

重2-10新

重2-8

平成２０年度で
「完了・終了」

24



第2章 第2節　資源循環都市　なると

第２節　資源循環都市　なると

環境

環境衛生

上水道

下水道

【01 自然環境の保全と環境整備－(3)持続可能で環境にやさしいまちづくりの推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：環境政策課 997 1,297 1,895 2,228

継続

計画期間（下段：事業費）

(3)持続可能で環境にやさしいまちづくりの推進

(1)公共下水道の整備

(3)最終処分場の確保

(2)クリーンセンターの運営及びごみ対策

(4)し尿収集業務の適正管理

(4)跡地利用

(1)水源の確保

(2)合併処理浄化槽の設置促進

(1)し尿処理施設の適正管理

(1)循環型社会形成への取り組み02 自然と共生できる循環型社会づくりの推進

04 安全で安定した水の供給

05 公共下水道の推進

03 し尿の適正な処理の推進による良
     好な水環境づくり

(3)浄化槽の適正管理

(3)効率的な供給体制の整備

(2)水道施設の整備・更新

【政策】

(1)環境づくりに向けた推進システムの構築

(2)生存基盤としての自然の保全と活用

01 自然環境の保全と環境整備

【施策】 【基本事業】

(3)健全な下水道経営

事　務　事　業　名 事　業　概　要

計画どおり

933

ＥＭ活用水域環境改
善・浄化対策事業

生活雑排水等により汚濁の進んでいる身近な
水路の再生のため、ＥＭを活用した環境改善
に取り組む。

継続

(2)公共下水道の維持管理

平成20年度実績

黒崎集会所、中馬詰集会所の２ヶ所にＥＭ培養装
置を設置し、培養には地元の自治振興会等の協力
を得て、培養されたＥＭ活性液を地域への配布や
水路への放流するなどの活動に使用した。

資
源
循
環
都
市
な
る
と

重2-11
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第2章 第2節　資源循環都市　なると

【01 自然環境の保全と環境整備－(3)持続可能で環境にやさしいまちづくりの推進】（続き） （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：環境政策課 30 60 60 60

【02 自然と共生できる循環型社会づくりの推進－(1)循環型社会形成への取り組み】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：クリーンセンター廃棄物対策課 464

進捗状況

決算見込み

担当課：クリーンセンター廃棄物対策課 8,086 8,176 8,170 8,170

進捗状況

決算見込み

担当課：クリーンセンター廃棄物対策課 32,532 29,232 29,230 29,230

進捗状況

決算見込み

担当課：クリーンセンター廃棄物対策課 4,257 3,753 3,750 3,750

継続

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

鳴門市版環境家計簿を作成し、各家庭におけ
るごみ量、エネルギー消費に伴うＣＯ２排出

量の現状を把握してもらうとともに、目標を
設定して減量への取り組みを促進する。ま
た、登録世帯を対象に研修、学習会等を実施
する。

鳴門エコファミリー
登録制度事業

継続

廃棄物減量等推進員を配置し、地域における
ごみ減量を推進する。分別収集対策事業

継続

生ごみ処理機等の設置支援を行うことによっ
て、家庭での生ごみ処理を推進し、生ごみの
減量を図る。

報奨金制度を有効的に活用し、資源ごみ回収
団体による資源ごみの回収を促進する。

継続

継続

事　業　概　要

資源ごみ対策事業

生ごみ減量対策事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

緑のカーテンの普及を図るため、庁舎等に
ゴーヤの種苗を配布することにより、地球温
暖化対策に対する市民意識の啓発を図る。

緑のカーテン普及促
進事業

事　務　事　業　名

実施

平成１９年１１月に行った緑のカーテン実施の意
向調査に基づいて、平成２０年５月に配布を行っ
た。
配布先　計１９庁舎（市役所４部署・幼稚園７
園・小学校８校）
配布数　ゴーヤ（種）　２９０個
ゴーヤ（苗）　１７７鉢

計画どおり

39

市内各地区に廃棄物減量等推進員を６０人配置
し、市民の分別指導、啓発を行った。また、廃棄
物減量等推進員会議を３回開催し、推進員を通じ
て地域におけるごみ減量・リユース・リサイクル
をお願いした。

計画どおり

8,068

資源ごみ回収団体による回収量は、
可燃系（紙類）　2,704ｔ
不燃系　　　　　　 315ｔ
合　計　　　　    3,019ｔ　であった。

計画どおり

20,203

平成20年度実績

平成20年度生ごみ処理機普及数及びEMボカシ無
料配布数は、
電気式生ごみ処理機　９２機
コンポスト　７２器
EMボカシ　４５２個　であった。

計画どおり

3,596

完了・終了

平成20年度実績

9

平成１８年度からエコファミリー登録制度を導入
し、平成２０年度では２５０世帯が登録され、
３ヶ年全体で１,０３３世帯が登録された。

重2-11新

重2-12

重2-12

重2-12

重2-11

平成２０年度で
「完了・終了」
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第2章 第2節　資源循環都市　なると

【02 自然と共生できる循環型社会づくりの推進－(1)循環型社会形成への取り組み】（続き） （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：クリーンセンター廃棄物対策課 1,354 1,718 1,710 1,710

【02 自然と共生できる循環型社会づくりの推進－(2)クリーンセンターの運営及びごみ対策】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：環境政策課 － 29,490 23,000

進捗状況

決算見込み

担当課：環境政策課 495 4,531 830 830

進捗状況

決算見込み

担当課：クリーンセンター廃棄物対策課 280 280 280 280

【02 自然と共生できる循環型社会づくりの推進－(4)跡地利用】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：クリーンセンター管理課 8,000 － 10,000 未定

平成20年度実績 計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

実施 継続

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

「フクロウと子どもた
ちの森」づくり推進事
業

継続

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名 事　業　概　要

ポスターコンクールの開催、ＰＲ誌の作成等
によりごみ減量の啓発を図る。ごみ減量啓発事業

継続

新ごみ焼却施設操業後の旧焼却施設を適正に
解体・撤去するとともに、撤去後の跡地利用
についても、庁内組織による跡地利用推進委
員会の中で、公共性・必要性の高い利用のあ
り方を検討する。

旧焼却施設撤去事業

調査

廃棄物の不適正処理の発見、未然防止のた
め、地域住民による監視体制を組織化し、不
適正処理の監視、行為者及び状況の情報収集
を行う。

不法投棄監視市民パト
ロールモデル地域事業

継続

リサイクルプラザの周知に努めるとともに、
自然観察・環境学習の機会を作り、ごみ減
量、環境問題に関する啓発を図る。

環境学習館啓発事業

継続

事　務　事　業　名

事　業　概　要

事　業　概　要

瀬戸町浦代の森を人と自然の共生空間とし
て、クリーンセンター施設及びその周辺で子
どもたちや市民が憩える場づくりを進める。

平成20年度実績

「なると環境づくり推進市民会議」及び環境審議
会、座談会の各委員からの助言・提案等を受け計
画に反映させた。

鳴門市不法投棄監視パトロール連絡協議会が市内
各パトロール隊と鳴門警察署・東部県土整備局・
東部保健所・及び鳴門市の連携により結成され
た。また、瀬戸地区にも新しく結成され、合計５
地区となった。

計画どおり

200

平成20年度実績

国への財産処分承認申請を行った。

国への財産処分申請等
に不測の日数を要した
ため、調査実施までに
は至らなかった。

環境学習館における啓発事業として、
・ホームページ・広報等によるイベントの告知、
講座の案内
・環境学習館における講座の実施
・クリーンセンター視察への対応　を行った。

計画どおり

444

計画どおり

－

未達成

－

小学4年生を対象に社会科副読本の配布とポスター
コンクールを実施した。
鳴門市ごみ分別ガイドブック２００８を作成し、
市内全世帯に配付した。
マイバッグ普及シンボルマークとキャッチフレー
ズを募集し、入賞者に表彰状と記念品を進呈し
た。また、各最優秀賞作品を組み合わせて幟を作
成し、エコショップを中心に市内小売店・コンビ
ニ・商工会議所等に配付して、掲示してもらっ
た。

計画どおり

1,467

重2-14

重2-14

重2-15新

重2-12

重2-13
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第2章 第2節　資源循環都市　なると

【03 し尿の適正な処理の推進による良好な水環境づくり－(2)合併処理浄化槽の設置促進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

13,097

担当課：環境政策課 25,023 『3,075』 17,976 15,826 13,750

【04 安全で安定した水の供給－(2)水道施設の整備・更新】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：水道事業課 205,000 2,000 2,000 2,000

【05 公共下水道の推進－(1)公共下水道の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：下水道課 219,700 173,930 100,000 100,000

進捗状況

決算見込み

317,600

担当課：下水道課 806,000 『312,919』 500,000 600,000 600,000

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図
るため、平成21年度の一部供用開始を目標
に、流域下水道の整備を促進する。

継続

旧吉野川流域下水道事業の進捗に合わせて、
本市内における公共下水道事業を進める。ま
た、雨水施設である撫養ポンプ場の適正な維
持管理を図るため、年次計画的な施設整備を
進める。

旧吉野川流域下水道
事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

公共下水道事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

河川・排水路の水質汚濁防止のため、合併処
理浄化槽の整備を計画的に推進する。合併処理浄化槽設置

整備事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

水道施設の耐震診断を行い、その結果により
耐震補強工事などを実施する。水道施設耐震化事業

幹線管渠整備工事、面整備管渠整備工事、鳴門市
下水道条例の施行。

開削工事について、道
路に既占用している関
係機関（NTT,水道）と
の協議に不測の日時を
要し、現場によって
は、長期の工期を要す
るため、年度内完成が
見込めなくなった。
【H21繰越額
286,794】

未達成

未達成

平成20年度実績

平成20年度実績

浄水場管理棟耐震補強工事に着手した。
工期（H20.11.20～H21.11.30）

工事に日数を要するた
め。
【H21繰越額
115,547】

未達成

57,700

補助基数は、
5人槽　　  78基（12基）
6～7人槽　63基（19基）
8～10人槽　4基（0基）
計176基(31基）　であった。
※（ ）内の数値は、うち平成19年度からの繰越
分の数

工事の進捗状況が延
び、年度内に設置を完
了できなかった浄化槽
があるため。（5人槽
12基、6～7人槽14
基、10人槽１基　計
27基）
【H21繰越額
2,218】

幹線管渠整備工事、浄化センター建設工事
計画どおり

190,500

平成20年度実績

重2-16

重2-17

重2-17

重2-8
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第3章 第1節　明日を担う教育都市　なると

第３章　心豊かで多彩な人材を育む鳴門づくり
第１節　明日を担う教育都市　なると

教育行政

学校教育

大学連携

(5)学校給食の充実と食育の推進

(3)教育環境の充実

(4)特別支援教育の推進

(5)教員の資質向上と適正配置

(3)高校再編の推進

(1)地域社会における連携

(1)教育環境の整備

(2)学校(園)の自主性・自律性の確立

(3)教育制度の充実

(8)地域で支える子育て支援

(7)預かり保育による子育て支援

(6)保育所、幼稚園、小学校の連携・接続の充実

(4)学校(園)の適正規模・適正配置の推進

(7)安全で安心な教育環境の整備充実

(1)教育活動の充実

(2)教育時間の見直しと就園期間の検討

(6)教育支援体制の整備充実

【施策】【政策】

03 義務教育の充実

01 教育行政の充実

02 幼稚園教育の充実

05 大学連携の推進

04 高等学校教育の充実

(2)教育内容の充実

(2)学校教育における連携

(2)教育環境の充実

(1)教育内容の充実

【基本事業】

(1)教育委員会の充実

明
日
を
担
う
教
育
都
市
な
る
と
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第3章 第1節　明日を担う教育都市　なると

【01 教育行政の充実－(4)学校(園)の適正規模・適正配置の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：教育改革推進室 － － － －

【01 教育行政の充実－(5)学校給食の充実と食育の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課・学校教育課 52 55 50 50

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 － － － －

【01 教育行政の充実－(6)教育支援体制の整備充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：青少年センター 141 120 120 120

青少年健全育成・
子どもの安全確保
推進事業

継続

鳴門市青少年補導員をはじめスクールガード
などの協力のもと、犯罪から子どもたちを守
り安全で安心して遊べる地域づくりを推進す
る。

継続

継続

計画どおり

地産地消の観点から、学校教育の教科学習や
調理実習での地場産品の学習をおこなうとと
もに、地域の特産物を使った学校給食の推進
を図り、食を通じて地域に根ざした教育の実
践に努める。

計画どおり

59

事　務　事　業　名 事　業　概　要

学校給食のセン
ター化事業

「鳴門の学校づくり計画」に基づき、保護者
や地域の理解を得るための説明会等を順次開
催し、平成27年度を目途に学校再編を進
め、教育環境の向上をめざす。

学校（園）再編推
進事業

事　務　事　業　名

地場産品の活用と
食育の推進事業

事　業　概　要

給食施設の老朽化、衛生管理面など、様々な
課題に対応するため、市内全体の学校給食を
共同調理方式（センター方式）を基本に検
討、推進する。

平成20年度実績

平成２０年５月に学校（園）の再編計画として
「鳴門の学校づくり計画（鳴門市教育振興計画
実施計画）」を策定し、市民の方々の理解と協
力が得られるよう説明会をはじめとして、「広
報なると」やテレビ鳴門を活用し、周知し説明
してきた。
また、現在複式学級があり、再編が急がれる学
校（園）についても、地元での話し合いを重ね
てきた。

事　業　概　要

推進

47

平成20年度実績

地域の特色を生かした学校給食を実施するた
め、各学校の栄養士、調理員を対象に調理講習
会を開催した。旬の地元特産物を使った献立の
導入実施や、地産地消の観点から地域の食材を
活用する鳴門独自の給食献立を、鳴門青年会議
所とともに作り学校給食の献立として実施し
た。

教育振興計画実施計画地域別懇談会の中で、セ
ンター化に向けた説明会等を実施した。

計画どおり

ー

平成20年度実績

青少年補導員に帽子及び防犯ホイッスルを配付
した。また、子どもたちの悩み等に対応するフ
リーダイヤルの啓発用リーフレットを作成し、
市内幼小中高全員に配布した。

計画どおり

141

事　務　事　業　名

継続

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

継続

重3-3新

重3-2

重3-2

30



第3章 第1節　明日を担う教育都市　なると

【01 教育行政の充実－(6)教育支援体制の整備充実】（続き） （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：教育研究所 12,113 16,964 16,000 21,720

【01 教育行政の充実－(7)安全で安心な教育環境の整備充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 63,247 407,600 未定 未定

進捗状況

決算見込み

担当課：教育総務課 10,000 10,000 10,000

【02 幼稚園教育の充実－(7)預かり保育による子育て支援】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：学校教育課 28,018 33,622 33,620 33,620

継続

継続

学校防犯・不審者対策として、各学校（幼稚
園・小中学校）に緊急通報インターホンの設
置や門扉・フェンス等の整備を行う。

継続

継続

国際化社会への対応がますます求められてい
るなか、学校における英語教育ならびに国際
理解教育の充実を図る。

耐震化優先度調査（幼稚園・小中学校）の結
果や学校再編の動向を踏まえ、平成30年度
を目途として年次計画に基づき、学校施設の
耐震化を推進する。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

学校施設耐震化推
進事業

外国青年招致事業

学校防犯施設整備
事業

幼稚園での保育終了後、家庭での保育が困難
な園児を対象に、幼稚園施設を開放して午後
保育（預かり保育）を実施する。

午後保育（預かり
保育）事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

9,958

平成20年度実績

平成20年度実績

（正門裏門門扉の設置）
黒崎小・里浦小
（フェンス、ブロック塀等の設置）
第一幼・瀬戸幼・精華幼、里浦小・堀江北小
（緊急インターホン、防犯灯等の設置）
一中・瀬戸中

計画どおり

平成20年度実績

平成２０年度に小学校校舎の耐震診断及び補強
設計、中学校校舎の耐震診断・耐力度調査、改
築基本計画実施設計を行った。
小学校
２小学校校舎の耐震診断及び補強設計。４校校
舎の耐震診断。
中学校
１中学校校舎の耐力度調査及び改築基本実施設
計。３校校舎の耐震診断。

当初計画は６３,２４７
千円であるが、事業を
前倒し実施するため、
年度途中で事業費を追
加し、１０８,５３４千
円とした。そのうち、
平成２０年度決算とし
て、３２,０３３千円、
残りは翌年度に繰越
し、事業を継続中。
【H21繰越額
76,500】

未達成

32,033

計画どおり12幼稚園で、幼稚園施設を開放して午後保育
（預かり保育）を実施した。全体の幼稚園児数
に対する利用率は50.9％であった。また、4幼
稚園で土曜日の保育を行った。

3人の外国語指導助手を市内小・中・高に派遣
し、英語教育・国際理解教育の充実を図った。

継続

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

計画どおり

11,493

計画期間（下段：事業費）

継続

27,980
継続

重3-1

重3-1

重3-4

平成２１年度より
「外国語指導助手招致

事業」」に名変

31



第3章 第1節　明日を担う教育都市　なると

【03 義務教育の充実－(2)教育内容の充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：学校教育課・環境政策課 － － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：学校教育課 13,869 13,801 13,800 13,800

進捗状況

決算見込み

担当課：学校教育課 680 1,020 1,632 2,040

【04 高等学校教育の充実－(1)教育内容の充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：市立工業高校 300 320 320 320

【05 大学連携の推進－(2)学校教育における連携】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：学校教育課 － － － －

学校図書館サポーターを配置し、司書教諭と
連携のもと、学校図書館運営の支援を行い、
学校図書館を活用した教育活動や図書活動の
推進を図る。

実施

インターンシップ
事業

継続

事　務　事　業　名

市内の小中学校を対象に、環境にやさしい学
校づくりに向けたシステムを構築している学
校を「なると環境スクール」として認定し、
子どもたちの環境教育を進め、自然環境やご
み問題等について正しく理解し、高い環境意
識を持つ人材の育成を図る。

豊かな人間性や社会性をはぐくむための体験
学習などを推進する。

教員を志望する大学生及び大学院生を対象
に、教育実践力の向上を促進するため、教育
現場（幼・小・中学校）における研修の機会
を提供する。

事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

実施

「なると環境ス
クール」認定事業

豊かな体験活動事
業

継続

特別支援教育推進
事業

実施

障害のある児童・生徒の学習や生活上の支援
を行うため、小中学校に特別支援教育支援員
及び特別支援教育サポーターを配置するとと
もに、地域の協力体制として、特別支援教育
地域連携協議会を設置する。

学校図書館サポー
ト推進事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

319

平成２０年１０月に鳴門環境スクール認定制度
を創設し、幼小中への実施内容等の周知と依頼
を行った。
平成２１年１月に、４３校（園）に対して鳴門
環境スクール認定証を交付した。

計画どおり

－

異年齢交流を通してプレゼンテーションやコ
ミュニケーション能力を高めた。機械コースは
ペーパークラフトの製作、情報コースはレゴロ
ボットのプログラミングなどを小学校で実践、
子どもたちと交流を深めた。また、３０数社の
協力でインターンシップを実施した。（２年生
全員が参加）

計画どおり

平成20年度実績

680

試験的な導入として、林崎小学校に学校図書館
サポーター２人を配置した。
（勤務内容）
勤務日数：２００日（授業日）
勤務時間：４時間

計画どおり

平成20年度実績

教員採用が内定している学部4年次生、大学院
生の希望者及び県臨時教員登録制度に登録した
学部４年次生等を対象に、市内幼稚園・小学
校・中学校において、教員インターンシップを
実施した。参加人数は７人。

計画どおり

－

計画どおり

主として学習指導をする「学習支援員」を５
人、身辺の介護をする「活動支援員」を４人配
置した。また、学生のボランティアとして特別
支援教育サポーター延べ６４人を幼小中に配置
した。さらに、地域のネットワークの構築のた
め地域連携協議会を設置した。また、国の指定
を受け「相談支援ファイル」を作成した。 12,649

継続

平成20年度実績 計画期間（下段：事業費）

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

重3-5

重3-6新

新

重3-7
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第3章 第2節　自己実現都市　なると

第２節　自己実現都市　なると

生涯学習

図書館

スポーツ・レクリエーション

文化振興

【01 生涯学習の推進－(1)学習活動の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 550 551 550 550

継続

計画期間（下段：事業費）

05 文化財の保護と活用

03 生涯スポーツの振興

04 暮らしの中で文化と創造が息づく
    まちづくりの推進

平成20年度実績

(1)市民が参加・体験する機会づくり

(4)特色ある鳴門文化の発掘・創造と発信

(2)文化芸術活動の拠点施設等の充実

(3)文化芸術活動を支える取り組み

平成19年度に引き続き、社会教育指導員1人を公民
館や集会所で開催する各種学級（女性・成人・高齢
者学級）のコーディネーターとして、学級を開設し
た。学習内容は、でき得る限り学級生のニーズに合
うように努めた。また、学級運営は、学級長のも
と、自主運営で行った。

計画どおり

491

(1)学習活動の推進

事　務　事　業　名 事　業　概　要

(3)図書資料及び施設・設備の整備・充実

(1)スポーツ施設の整備

(2)スポーツ活動の推進

02 市民参加の図書館運営の推進

【政策】 【施策】

学習内容の充実や学習方法の改善を図るとと
もに、各種学級の自主的かつ主体的な活動を
促進し、魅力ある学習内容の充実に努める。

各種学級（女性・
成人・高齢者学
級）開設事業

(2)公民館活動の推進

01 生涯学習の推進

(1)豊かな人生を育む読書活動の推進

(2)市民参加による図書館運営の推進

(1)文化財の保護と活用

【基本事業】

継続

(3)青少年健全育成の推進

自
己
実
現
都
市
な
る
と

重3-8
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第3章 第2節　自己実現都市　なると

【01 生涯学習の推進－(2)公民館活動の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 22,747 35,486 23,240 23,240

【01 生涯学習の推進－(3)青少年健全育成の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 6,189 5,910 5,910 5,910

【02 市民参加の図書館運営の推進－(2)市民参加による図書館運営の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：図書館 5,950 5,950 5,950 5,950

【03 生涯スポーツの振興－(2)スポーツ活動の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：体育振興室 － 100 100 100

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

総合型地域スポーツクラブの設立は、行政主導型で
はなく、あくまでも地域住民が主体となったクラブ
の運営でなければならないという基本理念をふま
え、平成１９年４月「鳴門市総合型地域スポーツク
ラブ準備委員会」を発足し、日本体育協会より２年
間の育成指定クラブ委託事業の指定を受け、同委員
会の活動を開始している。平成２０年度では、ス
ポーツ競技と健康教室を合わせて１４種目を提供し
た。

計画どおり

－

ＮＰＯ法人との協
働による図書館運
営事業

継続

図書館業務の一部委託等、ＮＰＯ法人との協
働による図書館運営を充実させ、体験型図書
館をめざし利用者へのサービスの向上を図
る。

計画どおり

5,950

各公民館において、さらに、地域の特色を生かし独
自性を持った運営が進められ、住民との協働による
公民館運営が行われてきた。

計画どおり

5,316

平成20年度実績

平成20年度実績

校長会やＰＴＡ等を通じて放課後子ども教室の説明
をするとともに、以前の地域子ども教室の実施経験
のある学校や、児童クラブのない学校やＰＴＡに働
きかけを行った。平成１９年度実施の７校区が継続
し、新規に１校区が加わり８校区で実施した。

計画どおり

22,865

平成20年度実績

図書館業務委託においては、カウンター業務支援を
はじめ月末館内整理、団体貸し出し、廃棄本の処理
などを行った。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

生涯スポーツ社会の実現を目指して、誰もが
気軽に参加できる住民主体の総合型地域ス
ポーツクラブの設立を促進する。

総合型地域スポー
ツクラブ設立促進
事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　務　事　業　名 事　業　概　要

主に小学生の子どもを対象として、安全・安
心な子どもの活動拠点（居場所）を設け、地
域の方々の参画を得て、子どもたちと共に勉
強やスポーツ、地域住民との交流活動等の取
り組みを推進する。

放課後子ども教室
推進事業

地域のニーズ・実情に添いながら、これまで
以上に地域との協働による公民館運営を進
め、弾力的で独自性を生かした活動を展開す
る。

公民館活用推進事
業

事　業　概　要

継続

事　務　事　業　名
平成20年度実績

継続

継続

重3-8

重3-8

重3-9

重3-8

平成２１年度より
「総合型地域スポー
ツクラブ支援事業」

に名変
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第3章 第2節　自己実現都市　なると

【03 生涯スポーツの振興－(2)スポーツ活動の推進】（続き） （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：体育振興室 837

進捗状況

決算見込み

担当課：体育振興室 1,311 1,311 1,310 1,310

【04 暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進－(1)市民が参加・体験する機会づくり】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 1,050 1,229 1,220 1,220

【04 暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進－(2)文化芸術活動の拠点施設等の充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：文化会館 2,500 1,800 1,800 1,800

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画どおり

835

各競技団体において、市民体育祭、各種競技大会、
スポーツ教室等を積極的に開催し、有能な選手の発
掘、強化育成を図りながら本市における競技力の向
上及び競技人口の拡大に努めた。

計画どおり

1,311

体育行事（スポーツ少年団、小・中学校）事業は計
画どおり実施するとともに、平成２０年９月13、１
４日には、「はつらつママさんバレーボール大会」
を開催した。

平成20年度実績

①平成２０年がアジア初演「第九」９０周年記念の
年にあたるところから、指揮に西本智実さんを招聘
し、６月１日に第２７回演奏会を実施し、翌日の2
日は、県の主催で９０周年記念コンサートを開催し
た。②第32回「鳴門市芸能祭」を実施した。

計画どおり

2,500

平成20年度実績

鳴門市芸術祭として、５月に文化展、１０月から１
１月にかけて市展、１１月に芸能祭を開催し、３月
には市民文芸を発刊した。また、文化のまちづくり
基本計画の重要施策「鳴門に息づく文化芸術の発掘
と創造」の一環として、文化展において特別企画展
「撫養街道を行く」を実施した。

計画どおり

1,050

鳴門市芸術祭の開催など、市民が文化・芸術
に親しむことのできる機会の拡充を図るとと
もに、市民が主体的に参加する個性的な地域
文化の創造を促進する。

文化振興事業

事　務　事　業　名

文化会館活性化事
業

事　業　概　要

ベートーヴェンの第九交響曲「日本初演の
地」という歴史的背景を活かして第九演奏会
を開催し、まちづくり・観光情報として全国
に発信するとともに、文化会館の多面的利用
を推進する。

各種体育行事に対する支援を行うことによ
り、児童生徒に競技スポーツを体験する機会
を提供し、学校体育の振興と青少年の健全育
成を図る。平成20年度は、「はつらつママ
さんバレーボール大会」を開催する。

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

体育行事支援事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

競技力向上対策支
援事業

継続

継続

継続

鳴門市体育協会を母体とし、競技人口の増大
を推進するとともに指導者の育成・有能な選
手の発掘及び競技力の向上等を図る。

平成20年度実績 計画期間（下段：事業費）

重3-10

重3-10

重3-9

重3-9

平成２１年度より
経常的な事業へ
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【05 文化財の保護と活用－(1)文化財の保護と活用】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 381 423 35,875 20,875

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 1,300 525 1,510 3,810

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 1,300 2,875 2,000 206

進捗状況

決算見込み

担当課：生涯学習人権課 － － － －

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

継続

計画どおり

－

収容所内に残る、第一将校棟の建物基礎の構造確認
を実施し、構造・規模を確認することができた。ま
た、収容所閉所後の陸軍演習地時代と考えられる建
物増築の痕跡も確認した。

計画どおり

1,300

計画どおり

381

所蔵する資料について、展示会の開催や出前講座に
よる資料活用、他機関への貸出しを行ったが、公開
施設について具体的な検討には至らなかった。

鳴門板野古墳群を構成する天河別神社古墳群３号墳
について、墳丘規模や構造を確認するための発掘調
査を実施した。

計画どおり

1,300

平成20年度実績

福永家住宅の円滑な保存管理を進めるため、所有者
から指定物件の一部（生産施設建物５棟）の寄附を
受理した。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

国指定重要文化財に指定されて31年が経過
しているが、劣化が著しく、その保護管理を
進めるための環境整備を行う。

継続

継続

継続

福永家住宅・塩田
保存活用事業

板東俘虜収容所整
備活用事業

歴史上また学術上価値が高く国指定史跡の指
定候補の古墳を中心に、県と協調して環境整
備及び調査活動を行う。

鳴門板野古墳群整
備活用事業

日本の近代史上高い価値を有する当収容所跡
について、学術的な価値を調査し、史跡とし
て評価することで国指定史跡化と整備を目指
す。

市内で生産・使用された民俗資料及び埋蔵文
化財出土資料について、講座などで積極的に
活用を図るとともに、今後これらの資料を一
般に公開ができる施設と利用方法を検討す
る。

市域内出土収集文
化財活用事業

継続

重3-11

重3-11

重3-11

重3-11
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第4章 第1節　活力都市　なると

第４章　活力とにぎわいあふれる鳴門づくり
第１節　活力都市　なると

土地利用

市街地整備

中心市街地活性化

道路

交通

公園・緑地

河川・海岸・港湾

産業

【政策】

06 緑の保全と創出

04 安全で快適な道路の整備

(1)河川整備

(1)就業機会の拡大

(2)公共交通機関の確保・充実

(1)中心市街地の整備

(2)市民参加のまちづくり活動

(2)緑化の推進

(2)海岸整備

(1)幹線道路の整備

(1)公園の整備

(4)道路環境の整備

(1)広域交通網の整備促進

(2)生活道路の整備

(3)橋梁の整備

【施策】 【基本事業】

(2)地域住民によるまちづくり活動への支援

(1)計画的土地利用の推進

(1)既成市街地の整備02 人にやさしく災害に強い市街地の形成

01 計画的な土地利用

(2)土地利用計画の充実

(3)勤労者福祉の充実

(2)労働力の確保

(4)金融対策の推進

(3)港湾整備

(3)企業誘致の推進

(2)商店街の基盤強化

(1)地場産業の育成・振興

03 中心市街地のにぎわい創出

07 自然環境と景観に配慮した河川・
　  海岸・港湾の整備

08 産業の振興と経営基盤の充実強化

05 公共交通網の充実

09 雇用の安定と勤労者福祉の向上

活
力
都
市
な
る
と
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農林水産業

【01 計画的な土地利用－(2)土地利用計画の充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：まちづくり課 872 1,994 2,900

【03 中心市街地のにぎわい創出－(1)中心市街地の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 － － － －

継続

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

平成20年度実績

計画どおり

453
継続

事　務　事　業　名

平成18年度～20年度に実施する都市計画基
礎調査の結果及び今後策定する都市計画道路
網再編計画に基づき、鳴門市都市計画マス
タープランを見直す。

本市の特色を活かした中心市街地の活性化を
推進し、地元商店街や商工団体等が自主的・
主体的に取り組むまちづくりを支援する。

事　務　事　業　名
平成20年度実績

(2)農業の高度化

(3)消費者の信頼の確立

(1)農業経営の安定化とブランド化の推進

(4)活性化・運営方法の見直し

(3)経営基盤の強化

(2)機能の向上

(1)施設・設備の整備

(2)漁業経営の安定化とブランド化の推進

(1)漁業生産基盤の整備

(3)漁業資源の多面的活用

(2)安全・安心の確保

(1)緑豊かな森林の整備

(4)農業生産基盤の整備

(1)畜産業の経営の安全化

継続

市民で組織するにぎわいづくり研究会等で現
状に即した市中心部の活性化策の検討を行う
とともに、企業訪問をはじめ「商工業振興施
策のためのアンケート調査」を市内事業者を
対象に実施し、中心市街地に対する意識の把
握に努めた。

計画どおり

－

平成18年度から引き続き都市計画基礎調査を
実施した。

継続

13 水産業の振興

12 林業の振興

中心市街地活性化
推進事業

事　業　概　要

鳴門市都市計画マ
スタープラン改定
事業

事　業　概　要

14 公設地方卸売市場の活性化

11 畜産業の振興

10 農業の振興

重4-2

重4-1
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第4章 第1節　活力都市　なると

【03 中心市街地のにぎわい創出－(1)中心市街地の整備】（続き） （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 － － － －

【04 安全で快適な道路の整備－(1)幹線道路の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 147,740 117,700 125,000 151,400

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 5,900 － 26,000 26,000

【04 安全で快適な道路の整備－(2)生活道路の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 10,000 10,000 50,000 50,000

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 30,000 30,000 30,000 30,000

継続

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

道路改良１事業の用地提
供が得られなく設計協議
に基づき中止した為減額
となった。

未達成

89,413

計画期間（下段：事業費）

継続

計画どおり

平成20年度実績

道路改良５事業と河川対策事業１事業、土地
改良事業２事業を実施した。

40,000

測量に対する現地立入の
協力が得られず、年度内
事業実施が見込めなく
なったため。

未着手

前倒し実施

－

前年度から引き続き改良事業施工
延長（L=290m）、舗装工（A=2,827㎡）
を行った。

200

前年度から引き続き５００m区間について、
測量立入のための交渉を地権者と行った。

事　務　事　業　名

ＪＲ鳴門駅西口整
備事業

狭あいで通行に支障をきたしている同市道に
ついて、拡幅など改良工事を行う。
全体計画（Ｌ＝１,１４０ｍ）

事　業　概　要

13次区間(小松島～鳴門間)において、高速
道路の建設に伴い必要な側道等の整備を行
う。

事　業　概　要

－

平成20年度実績

市民で組織するにぎわいづくり研究会等で現
状に即した市中心部の活性化策の検討を行う
とともに、企業訪問をはじめ「商工業振興施
策のためのアンケート調査」を市内事業者を
対象に実施し、中心市街地に対する意識の把
握に努めた。

継続

継続

継続

継続

平成20年度実績

機能向上側道及び水路・床版橋等の調査設計
を実施した。

計画どおり

特に大型車通行量の多い、国道28号から国
道11号の間の補修を重点的に進め、通行の
安全を図る。

継続

四国横断自動車道の建設について、各地元対
策協議会との設計協議に基づき、周辺整備を
順次実施していく。

四国横断自動車道
周辺対策事業

本市の中心部となるＪＲ鳴門駅西口エリアに
ついて、周辺商店街への回遊性を高め、にぎ
わいが創出できるよう整備を検討する。

事　業　概　要

木津野松村線改良
事業

高速道路整備支援
事業

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名

明神日出線改良事
業

重4-2

重4-3

重4-3

重4-3

重4-3
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第4章 第1節　活力都市　なると

【04 安全で快適な道路の整備－(3)橋梁の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 30,000 35,000 45,000 46,000

【05 公共交通網の充実－(2)公共交通機関の確保・充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課 5,200 18,641 未定 未定

進捗状況

決算見込み

担当課：運輸事業課 － － － －

【06 緑の保全と創出－(1)公園の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：クリーンセンター管理課・公園緑地課 30,000

進捗状況

決算見込み

17,900

担当課：公園緑地課 30,000 『13,040』 31,500 30,000 30,000

継続

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

平成20年度実績

1～3項目は計画通り実
施。
４の項目のみ土地（駅前
駐車場）の売却準備のた
めの境界確定作業におい
て隣接する一部地権者と
の確定協議が不調のため
未達成。

未達成

－

平成20年度実績

撫養川大橋の耐震補強の設計及び耐震補強工
事（L=61.8m）を行った。

計画どおり

30,000

ボダイジュの森の遊歩道、植栽の整備を行っ
た。

埋蔵文化財(板東俘虜収容
所)調査及び、隣接の高速
道路（高松自動車道）と
の協議に不測の日数を要
したため。
【H21繰越額
12,100】

未達成

平成20年度実績

駐車場、植栽等の整備を行った。
計画どおり

30,000

地域公共交通会議において、基本的考え方と
民間委託が優先される３路線が示され、利用
実績や地域の意見を基に路線再編を行った上
で、平成２１年１月から民間委託による地域
バスが実証運行を開始した。地域バスの利用
状況（１月～３月）は、利用人員総数
4,763人。

計画どおり

8,864

1．駅前営業所を廃止し乗車券販売業務を民間
委託した。
２．引田線路線延長について東かがわ市との
協議及び延長準備を行った。 (２１年４月１日
から運行開始)
３．市営バス８路線のうち、高島・里浦粟
津・運動公園の３路線を廃止した。
４．資産の売却や有効活用の検討を行った。

事　業　概　要

ドイツ村公園整備
事業

事　務　事　業　名

運輸事業基本計画に基づき、経営改善のため
の路線の見直しや保有資産売却等を進める。

将来の公共交通のあり方や市営バスの厳しい
経営状況をふまえ、地域のニーズや実情に応
じた公共交通の確保を図るため、市営バス路
線の一部について民間委託の導入を推進す
る。

市営バス経営改善
事業

衛生センター周辺整備事業の一環として、市
民の憩いの場としての公園を整備する。

木津城山公園整備
事業

ボダイジュの森などドイツ村公園の整備事業
を進める。

公共交通対策事業

事　務　事　業　名

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

近い将来発生すると予想される東南海・南海
地震に対応すべく、広域避難場所及び避難場
所への避難路に架かる7橋の耐震補強を行
う。

道路橋梁耐震化事
業

事　業　概　要

継続

継続

継続

実施

新

重4-4

重4-3

重4-4

平成２１年度より休止
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第4章 第1節　活力都市　なると

【06 緑の保全と創出－(1)公園の整備】（続き） （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：公園緑地課 4,759 3,906 3,900 3,900

【07 自然環境と景観に配慮した河川・海岸・港湾の整備－(1)河川整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 4,500 4,500 4,500 4,500

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 97,000 58,500 120,000 100,000

【07 自然環境と景観に配慮した河川・海岸・港湾の整備－(2)海岸整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：土木課 20,000 20,000

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

西新排水路、高畑排水路、西発排水路の改良
工事を行った。

計画どおり

4,500

継続
20,000

平成20年度実績

Ｕ-１０フットサル交流大会・児童画コンクー
ル・鳴門のまつり・子どものまちフェスティ
バル・季節イベント（春・夏・秋・冬パー
ク）ひな祭りを実施した。

大雨時に対する浸水対策として、林崎第1排水
機場、他８排水機場の改良工事を行った。

計画どおり

計画どおり

4,759

平成20年度実績

92,908

平成20年度実績

前年度から引き続き老朽化した護岸の補修
（L=27.0ｍ）及び補強を行うとともに、陸閘
等の測量設計を行った。

計画どおり室漁港海岸の中ケ谷地区及び本村地区の老朽
化した既存護岸基礎の補修及び補強を行う。室漁港海岸整備事

業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

鳴門ウチノ海総合
公園活用推進事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

体験学習や親子・友だち同士で気軽に参加で
きるふれあいイベント、軽スポーツイベント
などの活用を推進するとともに、開園５周年
記念イベントを開催する。

未整備水路を改修することにより、災害を防
止するとともに、ヘドロ対策など生活環境を
向上させる。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

継続

河川改良事業

継続

老朽化した排水機場のポンプ・発電機などに
ついて、計画的に更新等を行う。排水機場樋門整備

事業

継続

重4-5

重4-5

重4-5
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第4章 第1節　活力都市　なると

【08 産業の振興と経営基盤の充実強化－(1)地場産業の育成・振興】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 813 773

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 150 300 300 300

【08 産業の振興と経営基盤の充実強化－(3)企業誘致の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 39,007 45,431 80,200 30,700

【10 農業の振興－(1)農業経営の安定化とブランド化の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 4,124 22,795 1,200 1,200

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

製造業者を中心に企業訪問を実施し、市内の
中小企業が持つ課題の把握及びサポーター制
度について意見集約を行った。また、企業へ
のアンケート（商工業振興施策のためのアン
ケート調査）を実施するなど制度創設に向け
ての調査を実施した。

企業の現状と課題等の把
握のために「商工業振興
施策のためのアンケート
調査」を制度構築に先
立って実施したため。

未達成

150

計画どおり

38,578

認定農業者等、営農意欲の高い農業者に対
し、経営改善計画の作成指導を行うなど担い
手の育成・確保に努め、農地の効率的利用促
進や営農資金の充実による総合的な経営支援
を行うとともに耕作放棄地の情報把握を地域
農業者等の協力により実施した。さらに中核
的生産者団体等からの要望に応じ農業機械施
設の導入整備を図った。

平成20年度実績

計画どおり

9,320

平成20年度実績

全国伝統的工芸品センター（東京池袋）での
「第４回　阿波の焼物　大谷焼展」の開催を
はじめ、ふるさと情報プラザ（東京有楽町）
にも出展するなど首都圏での普及・宣伝に努
めた。

計画どおり

813

平成20年度実績

５月に鳴門複合産業団地において１社（大塚
テクノ）が操業開始、「なるとソフトノミッ
クスパーク」においては７月に１社（海部製
作所）が操業開始した。また、同所において
は、交渉中であったＥ号地とＢ－１号地の２
区画について、用地の賃貸借契約を締結し
た。

事　務　事　業　名

ビジネスサポー
ター制度事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

団塊世代を含む退職者等で、専門的知識や技
術を持った人材を登録し活用できる「ビジネ
スサポーター制度」を導入し、地場中小企業
の活性化を図るとともに、経営改善指導等の
相談を行う。

継続

平成15年9月に国の伝統的工芸品に指定さ
れた大谷焼について、伝統的な技術・技法の
保護に努め、大谷焼陶業協会とともに振興計
画を推進し、県外での展示会を実施するなど
して振興を図る。

実施

事　務　事　業　名 事　業　概　要

企業誘致推進事業

県との連携等により県内外の優良企業を「な
るとソフトノミックスパーク」などへ誘致
し、就業機会の増大や地域経済の活性化、市
民所得の向上など、活力ある街づくりを推進
する。

地域や関係機関と連携しながら農業生産法人
など組織化への取り組みを進めるほか、認定
農業者を中心とした担い手の育成、これら担
い手への農地の集約を図り、地域活性化、農
業経営の安定化を図る。

農業担い手育成対
策事業

継続

伝統的工芸品産業
振興事業

継続

事　業　概　要

重4-6

重4-6
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第4章 第1節　活力都市　なると

【10 農業の振興－(1)農業経営の安定化とブランド化の推進】（続き） （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 4,258 2,467 2,460 2,460

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 50 500 500 500

進捗状況

決算見込み

担当課：農業委員会 100 25 20 20

【10 農業の振興－(3)消費者の信頼の確立】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 320 320 300 300

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

継続

計画期間（下段：事業費）平成20年度実績

①甘藷、らっきょう、すだちの各販売検討
会、栽培講習会の開催、先進地視察、商標を
活用した産地強化対策を実施。また、らっ
きょう産地の安定した発展を図るため、「全
国らっきょうサミット」を開催した。②鳴門
わかめの不適正表示問題の信頼回復及び販
路・消費拡大を図るため消費者ＰＲを行うと
ともに、鳴門産ハマチの海外ＰＲ用ポスター
を作製し販路拡大を図った。また、北泊ペン
ギン村の協力により「旬の魚」捌き方教室を
実施した。

計画どおり

3,134

市内ＪＡ、漁協、商工会議所等の関係者を対
象に起業に関連する「農商工等連携促進法」
説明会を開催し、施策等の説明を行った。

計画どおり

40

平成20年度実績

毎月第一土曜日午前中に開催し、計11回（1
月の正月期は休催）の開催で、延べ約
16,000人の来場者があった。毎月の実行委
員会において決定されるイベントや、来場者
に対するアンケートを実施・検証することに
より、集客力ＵＰに努めた。

計画どおり

320

農業委員との連携により、「鳴門市農業後継
者結婚相談台帳」への登録申請に向けた勧誘
活動を行い、平成２０年度末で４７人（男性
３８人・女性９人）が登録された。また、台
帳登録者のパートナー実現に向けた取り組み
として、引き合わせを行った他、徳島県が行
う「きらめき出逢い・交流促進事業」への参
加案内を行った。

「出会いの場」を提供す
るため企画したイベント
（ボーリング大会）への
女性参加者が少なく中止
になるなど、計画事業が
未実施となった。

未達成

100

地産地消推進事業
（再掲）

ウチノ海総合公園において、漁業者・農業者
の連携により、本市農水産物の直販を行い、
生産者と消費者の顔の見える関係を確立しな
がら、本市特産物の地産地消の推進と産地育
成を図る。

実施

農業後継者パート
ナー対策事業

実施

農業後継者問題解決の一助とするため、農業
後継者にふさわしいパートナーの紹介や出会
いの場の提供を行う。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

農水産物起業啓発
事業（再掲）

事　務　事　業　名 事　業　概　要

起業に対しての意識改革を促すとともに、制
度の説明や事務手続きの協力など、啓発事業
を実施する。

本市農水産物のブランド化の推進と定着及び
より一層の浸透を図り、「鳴門ブランド」を
確立する。ブランド産地推進

事業（再掲）

継続

継続

重4-9

重4-9新

重4-12

重4-9新

平成２１年度より
「農水産物起業促進

事業」に名変
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第4章 第1節　活力都市　なると

【10 農業の振興－(4)農業生産基盤の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 5,065 5,017 5,010 5,010

【12 林業の振興－(1)緑豊かな森林の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 1,694 1,728 1,720 1,720

【13 水産業の振興－(1)漁業生産基盤の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 3,066 2,913 2,910 2,910

進捗状況

決算見込み

75,000

担当課：土木課 75,000 『49,000』 20,000

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

①イノシシ用捕獲檻５基、サル用捕獲檻１基
を購入整備した。②大麻町板東浄土寺地区に
おいて、イノシシ侵入防止用電気柵設置に補
助金を支出した。

5,016

2,722

農業者、地域住民が一体となった各地域にお
ける１１団体の活動組織において、農地・
水・環境保全向上対策実施要綱に基づき、水
路浚渫等の共同活動を実施するとともに、環
境保全や生態系保全活動など新たな取り組み
を検討する団体も見られるようになった。

計画どおり

平成20年度実績

計画どおり

1,511

平成20年度実績

徳島県北部底曳き網協会所属 78隻により、
播磨灘沖で10.5㎢を漁船を使って、海底に沈
降している堆積物７９㎥を除去し、処分を
行った。

計画どおり

計画どおり

前年度から引き続き防波堤や船揚場などの漁
港施設の整備を行った。

平成20年度実績

近年、増加している野生鳥獣からの被害防止
策として、捕獲檻や防護柵等の整備を計画的
に図ること等により、地域住民の安全な生活
と農作物への被害防止体制を確立する。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

地域において農地・水・環境の良好な保全と
質的向上を図るため、地域ぐるみで効果の高
い共同活動と、農業者ぐるみで先進的な営農
活動を支援する「農地・水・環境保全向上対
策」を実施する。

漁場環境保全創造
事業

漁村環境の改善並びに漁港機能の充実を図る
ため、護岸及び防波堤の整備を行う。

漁業環境の悪化や水産資源の枯渇による漁獲
高の減少対策として、掃海事業を実施し、漁
業機能の回復に努める。

継続

継続

撫佐漁港整備事業

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　業　概　要

継続

農地･水･環境保全
向上対策事業

鳥獣被害対策事業

継続

重4-11

重4-10

重4-11

平成２１年度より
「海面環境保全推進

事業」に名変
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第4章 第1節　活力都市　なると

【13 水産業の振興－(2)漁業経営の安定化とブランド化の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 4,258 2,467 2,460 2,460

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 50 500 500 500

進捗状況

決算見込み

担当課：農林水産課 320 320 300 300

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

継続

毎月第一土曜日午前中に開催し、計11回（1
月の正月期は休催）の開催で、延べ約
16,000人の来場者があった。毎月の実行委
員会において決定されるイベントや、来場者
に対するアンケートを実施・検証することに
より、集客力ＵＰに努めた。

計画どおり

320

計画どおり

市内ＪＡ、漁協、商工会議所等の関係者を対
象に起業に関連する「農商工等連携促進法」
説明会を開催し、施策等の説明を行った。

①甘藷、らっきょう、すだちの各販売検討
会、栽培講習会の開催、先進地視察、商標を
活用した産地強化対策を実施。また、らっ
きょう産地の安定した発展を図るため、「全
国らっきょうサミット」を開催。②鳴門わか
めの不適正表示問題の信頼回復及び販路・消
費拡大を図るため消費者ＰＲを行うととも
に、鳴門産ハマチの海外ＰＲ用ポスターを作
製し販路拡大を図った。また、北泊ペンギン
村の協力により「旬の魚」捌き方教室を実施
した。

3,134

計画どおり

40

平成20年度実績
事　務　事　業　名

農水産物起業啓発
事業（再掲）

起業に対しての意識改革を促すとともに、制
度の説明や事務手続きの協力など、啓発事業
を実施する。

事　業　概　要

本市農水産物のブランド化の推進と定着及び
より一層の浸透を図り、「鳴門ブランド」を
確立する。ブランド産地推進

事業（再掲）

継続

実施

ウチノ海総合公園において、漁業者・農業者
の連携により、本市農水産物の直販を行い、
生産者と消費者の顔の見える関係を確立しな
がら、本市特産物の地産地消の推進と産地育
成を図る。

地産地消推進事業
（再掲）

継続

重4-9

重4-9新

重4-12

平成２１年度より
「農水産物起業促進

事業」に名変
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第4章 第2節　観光発信！魅力都市　なると

第２節　観光発信！魅力都市　なると

観光

国際・国内交流

【01 観光・交流のまちづくり－(1)観光ブランドづくり】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 13,510 13,510 13,510 13,510

【01 観光・交流のまちづくり－(2)受け入れ態勢の整備】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 － 1,500 265 265

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 300 300 300 300

継続

計画期間（下段：事業費）

実施 継続

計画期間（下段：事業費）

市内観光に関して知識とガイド技術の習得した
人材の育成を目的に「なると観光ボランティア
養成講座」を年間計11回開講し、受講生８人
に観光ボランティアガイド認定書を交付した。

計画どおり

300

計画どおり

－

継続

特設演舞場を2箇所に設置し阿波おどりをＰＲ
することで、集客増及び阿波踊り連の増加への
対応向上を図った。3日間の人出は前年比
6.8%減の1０万人であったが、有料桟敷演舞
場の入場者は前年比22%アップの8,783人で
あった。

平成20年度実績

(1)交流のひとづくり

(3)交流の情報発信

(2)交流のものづくり

02 国際・国内交流の推進

事　務　事　業　名 事　業　概　要

今後の実施に向け関係機関との協議を行った。

平成20年度実績

計画どおり

13,510

検討

【政策】

(4)にぎわいと交流の創出

(3)観光情報の発信強化

(2)受け入れ態勢の整備

(1)観光ブランドづくり01 観光・交流のまちづくり

【施策】 【基本事業】

事　務　事　業　名 事　業　概　要

市西部の観光拠点としてサイクリングコース
を設定するとともに、レンタサイクルの整備
を進めることにより、交流人口や滞留時間の
増加を図り、賑わいを創出する。

レンタサイクル事
業

観光客とふれあいながら、本市の豊かな観光
資源を紹介・案内できる市民参加による「観
光ボランティアガイド」の育成を図る。

観光ボランティア
ガイド育成事業

継続

本市を代表する観光資源である阿波踊り大会
を充実させることにより、交流人口の増加を
図る。阿波踊り振興事業

継続

 

観
光
発
信
！

 
魅
力
都
市
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る
と

重4-13

重4-13

重4-13
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第4章 第2節　観光発信！魅力都市　なると

【01 観光・交流のまちづくり－(3)観光情報の発信強化】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 1,039 1,032 1,030 1,030

【01 観光・交流のまちづくり－(4)にぎわいと交流の創出】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課 250

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 950 950 950 950

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 －

進捗状況

決算見込み

担当課：商工観光課 100 100 100 100

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

計画期間（下段：事業費）

継続

瀬戸内四都市広域観光推進協議会において、外
国人観光客来訪促進のための事業の検討を行っ
た。また、観光協会と連携し、平成２１年度に
実施予定の、中国への阿波踊りの派遣による観
光ＰＲ事業について協議を行った。

計画どおり

－

徳島ヴォルティスホームタウン協議会加盟市町
と連携し、イベント出展やＰＲ事業として市民
デーを行い、ホームゲームへの集客増を図っ
た。

計画どおり

100

神戸淡路鳴門自動車道全通１０周年記念事業実
行委員会を組織し、記念フォーラムの開催、イ
ベント情報誌の発行、大鳴門橋探検ツアーの実
施等の取り組みを行った。

完了・終了

255

市内宿泊を伴うスポーツ大会など計12回のコ
ンベンションに対し助成を行い、市内への流入
人口増と地域活性化を図った。

計画どおり

830
継続

実施

平成20年4月に神戸淡路鳴門自動車道が全
線開通して10周年を迎えることから、これ
を記念して本自動車道の利活用及び周辺地域
の連携・交流を促進するための各種事業を展
開する。

神戸淡路鳴門自動
車道全通10周年記
念事業

市内宿泊を伴う会議や学会、スポーツ大会な
どのコンベンションを対象に開催支援助成金
を交付し、市内への流入人口増及び地域経済
の活性化を促進する。

コンベンション誘
致支援事業

国のビジット･ジャパン･キャンペーンの趣
旨に則り、外国人観光客の誘致を促進する。

継続

継続

外国人観光客来訪
促進事業

徳島ヴォルティス
ホームタウン連携
事業

徳島ヴォルティスホームタウンの自治体が連
携して、チームへの支援策等を検討しイベン
トや周知・集客事業を展開する。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

平成20年度実績

各都市で開催される主要イベントへの相互参
加、首都圏での共同キャンペーンを行い、情報
発信と観光物産展に取り組むとともに、明石大
橋開通１０周年・瀬戸大橋開通２０周年を契機
とした２橋利用促進事業として首都圏からの観
光客を誘致するモニターツアーを実施した。

平成20年度実績

1,005

計画どおり

瀬戸内四都市広域
観光推進事業

継続

神戸市、倉敷市、琴平町及び本市の四都市が
手を結び、魅力の高い広域の周遊ルートを設
定し、訪日外客を含む全国からの観光客を対
象とした、共同による広域観光誘致事業を実
施し、圏域への観光客の誘致を図る。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

新

重4-13

重4-13

重4-13

重4-13

平成２０年度で
「完了・終了」

平成２１年度より
経常的な事業へ
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第4章 第2節　観光発信！魅力都市　なると

【02 国際・国内交流の推進－(1)交流のひとづくり】 （単位：千円）
（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 2,814 4,230 2,800 2,800

【02 国際・国内交流の推進－(2)交流のものづくり】 （単位：千円）
（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：文化交流推進課 900 850 850 850

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

平成20年度実績

平成20年度実績

10月26日、ドイツ館においてドイチェス・
フェストを開催した。ドイツ人ピアニストを招
いてのコンサート等を開催し、日独交流のさら
なる発展を図った。

計画どおり

900

リューネブルク市より１７回目となる使節団を
迎え、滞在中に親水公園の一角をリューネブル
ク広場と命名した。友好のシンボルとしてモ
ニュメントを設置した他、リューネブルク祭り
を開催し、リューネブルク市民と鳴門市民の交
流の機会を作った。

計画どおり

2,564

日独国際交流の中核施設としての活性化を図
るため、ドイチェスフェストを開催するなど
して積極的に国内外への情報発信を行う。

ドイツ館活性化事
業

継続

市民レベルの交流の促進を図るため、歴史に
培われた文化を基盤とした姉妹都市や親善都
市との交流により、市民主導の交流のまちづ
くりを目指す。

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

国際・国内交流推
進事業

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重4-14
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第5章 第1節　新しいかたち・市民参加都市　なると

第５章　分権社会に向けた新しい鳴門づくり
第１節　新しいかたち・市民参加都市　なると

コミュニティ

ボランティア・NPO

市民参画

【01 地域のまちづくりの推進－(1)コミュニティ活動の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：市民生活安心課 4,024 4,024 4,020 4,020

進捗状況

決算見込み

担当課：市民生活安心課 5,000 5,000 5,000 5,000

【01 地域のまちづくりの推進－(2)地域づくり活動の連携】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：市民生活安心課 660 660 660 660

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画どおり

5,000

計画どおり

01 地域のまちづくりの推進

事　務　事　業　名 事　業　概　要

地区自治振興会を単位として、市民自らの手
による独自の地域づくりを支援する。

コミュニティ助成
事業

住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進
を図り、地域の伝承文化を次世代に伝えると
ともに、地域の連帯感に基づく自治意識を盛
り上げることを目的に、コミュニティ団体に
対し助成する。

継続

【施策】

事　業　概　要

【政策】

地域づくり支援事
業

事　務　事　業　名

【基本事業】

(2)地域づくり活動との連携

(1)コミュニティ活動の推進

(1)ボランティア活動の推進

平成20年度実績

各地区自治振興会に対する活動支援や活動拠点の確
保・充実を図るための助成を行った。
鳴門市自治振興連合会と協働し、研修会や交流会を
開催するとともに、地区自治振興会の組織基盤の整
備を促し、コミュニティ活動の活性化やまちづくり
の推進を図った。

02 ボランティア・NPO法人の活動促進

計画どおり

4,024

コミュニティ活動
活性化事業

地域の伝承文化を次世代に伝えるとともに、地域の
連帯感に基づく自治意識を盛り上げることを目的
に、2団体に対し助成した。

地区自治振興会の機能の強化を図るため、活
動支援助成を行うとともに、自治振興会と協
働してコミュニティ活動の活発化を図り、ま
ちづくりを推進する。

(2)ＮＰＯ法人の活動促進

(1)自治基本条例の制定03 開かれた行政と市民参画の推進

(2)出前市長室の開催と広報広聴業務の充実

(3)公正の確保と透明性の向上

(4)広域行政の推進

継続
660

継続

平成20年度実績

地区自治振興会が、環境、文化、体育、福祉、安全
のそれぞれの専門部活動分野で行う地域づくり事業
に対し、事業費の２／３（１地区２００,０００円）
以内の率で補助金を交付し、市内１４団体のうち９
団体が補助の対象となった。
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第5章 第1節　新しいかたち・市民参加都市　なると

【02 ボランティア・NPO法人の活動促進－(2)ＮＰＯ法人の活動促進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：市民生活安心課 1,475 1,200 1,200 1,200

【03 開かれた行政と市民参画の推進－(1)自治基本条例の制定】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課 209 658

【03 開かれた行政と市民参画の推進－(2)出前市長室の開催と広報広聴業務の充実】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：市民生活安心課 33 32 30 30

進捗状況

決算見込み

担当課：秘書広報課 11,170 9,140 9,140 9,140

計画期間（下段：事業費）

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）平成20年度実績

市民活動専任指導員を２名配置し、ＮＰＯ法人設立
支援及び運営相談を行った。
また、市民活動団体を対象とした情報誌「市民活動
情報誌なると」の発行の充実を図り、交流研修会を
開催するなどによりネットワーク化を推進した。
平成２０年度においては、新たに４団体がＮＰＯ法
人格を取得し、市内のＮＰＯ法人数は２４団体と
なっている（平成２１年３月３１日現在）。

計画どおり

1,351

継続

計画どおり

22

担当職員が広報紙のレイアウトを行っていたが、業
者にレイアウトを委託し、読みやすい紙面づくりに
努めた。

計画どおり

110

平成20年度実績

市民ニーズを的確に捉えて迅速に政策に反映させる
ため、9地区で「出前市長室」を開催した。

自治振興会やＮＰＯなど各種団体への説明や、市
ホームページ等を通じて広報を行うなど、ＰＲ活動
を進めてきた。
また、市民と市職員によるワークショップを開催
し、市民生活の中での協働の状況をふまえた、市民
や行政等の役割などについて検討し、条例をつくる
目的・位置づけ、大切にしたい考え方など、「条例
策定に向けた基本的な考え方」をとりまとめた。

計画どおり

8,983

平成20年度実績

鳴門市自治基本条
例制定事業

市民との協働のまちづくりを一層推進し、本
市におけるまちづくりの基本理念・原則を明
らかにするため、自治基本条例を制定する。

継続

広報紙「広報なると」及びケーブルテレビ広
報番組について、より一層分かりやすい、魅
力ある紙面・番組作りをめざす。

出前市長室事業

継続

広報なると・テレ
ビ広報充実事業

市長と市幹部職員が、各地域に出向き、市民
と地域の課題や市政全般について意見交換を
行うことにより、行政と市民が相互理解を深
め、「市民が主役の市政」を実現していくこ
とを目的に「出前市長室」を開催する。

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

事　業　概　要

鳴門市社会貢献活動の促進に関する条例に則
し、活動団体に情報提供や活動の場を確保
し、ネットワーク化を促進する。また、活動
団体相互の連携、行政との協働を図る。

市民活動支援セン
ター事業

実施

事　務　事　業　名

事　務　事　業　名 事　業　概　要

重5-3

重5-2

重5-4

重5-4

平成２１年度より
「まちづくり出前市長

室事業」に名変
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第5章 第1節　新しいかたち・市民参加都市　なると

【03 開かれた行政と市民参画の推進－(3)公正の確保と透明性の向上】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 950 759 750 750

進捗状況

決算見込み

担当課：秘書広報課 － 10 10 10

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課 910 611 610 610

【03 開かれた行政と市民参画の推進－(4)広域行政の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：企画調整課 － － － －

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

継続
869

総務省や財団法人地域活性化センター等が取りまと
めた、いわゆる平成の大合併に関する評価・分析結
果等について、情報の収集等を行った。
板野郡合併検討協議会による住民意識調査の結果
等、県内市町村における合併に向けた取り組み状況
等について、情報の収集等を行った。

計画どおり

－

情報公開については90件、個人情報では簡易開示を
含む23件の請求に対し、開示等を行った。平成２０
年度は新たに異議申立が３件あり、情報公開・個人
情報保護審査会を開催し、審議を重ねた。また、全
庁的なファイリングシステムの浸透を目指すととも
に、廃棄文書の適切な処理、書庫の整備等に取り組
んだ。

第５次総合計画後期基本計画の重点施策の中から①
健康で安心して暮らせる鳴門づくり②活力とにぎわ
いにあふれる鳴門づくりのテーマで提言を広報なる
とで公募した。４８件の提言が寄せられ、一部実施
を含め５件を事業化した。

平成20年度実績

計画どおり

計画どおり

平成20年度実績

903

職員を対象とした行政評価研修を実施するととも
に、総合計画実施計画などから選定した８３事業の
事務事業評価を行い公表した。

計画どおり

12

行政評価推進事業

総合計画の推進を図るためのツールとして行
政評価システムを導入し、各事業の再点検を
行い、限りある財源の中で効果的・効率的な
行政運営を推進する。

市民参画による行政の推進を図るため、市民
から政策提案等を募集し、市の施策・事業に
反映させる。

市民政策提案制度
事業

ファイリングシステムを活用し、守るべき情
報は守り、市政に関する情報は積極的に公表
し、行政の説明責任を十分に果たして、公正
の確保と透明性の向上を図る。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

市民サービスの向上や効率化の観点から、広
域行政、市町村合併についての調査・研究を
進める。

広域連携調査研究
事業

実施

事　務　事　業　名 事　業　概　要

情報公開・個人情
報保護事務

継続

継続

継続

重5-5

重5-5新

重5-5

重5-6
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第5章 第2節　行政・品質向上都市　なると

第２節　行政・品質向上都市　なると

情報化

行財政運営

【01 情報化の推進－(1)電子自治体の実現】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 1,272 842 840 840

進捗状況

決算見込み

担当課：情報化推進室 － － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：契約検査室 － 8,000 4,350 4,350

【02 効率的・効果的な行財政運営の推進－(1)財政の健全化】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：財政課 － － － －

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

情報資産管理台帳システムが完成し、試験運用後、
全国の自治体で利用できるようにＬＡＳＤＥＣの地
方公共団体業務用ライブラリへの登録を行った。

計画どおり

－

電子入札システムの県との共同利用にかかる前段階
として老朽化している本市の契約管理システムの更
新を行った。
また、電子入札導入にあわせた制限付き一般競争入
札の導入など入札制度の見直しについても検討を
行った。

計画どおり

－

継続

実施 継続

平成20年度実績

前回平成18年度に改訂した「財政健全化計画」の見
直しを行い、新たに平成20年度改訂版「財政健全化
計画」を策定した。また、平成19年度決算における
普通会計のバランスシートや行政コスト計算書等を
公表した。

計画どおり

－

平成20年度実績

情報化推進協議会において、平成１９年度に策定し
た次期電子申請・届出システム基本計画書をもと
に、次期電子申請・届出システム調達の準備から導
入、試験運用までを行った。

計画どおり

1,017

財政健全化計画推
進事業

継続

事　業　概　要

電子自治体情報化
戦略推進事業

継続

検討

鳴門市情報化計画「第3次なるとe-プラン」
に基づき、自治体主導型の効果的、効率的な
電子自治体の構築をめざし、情報システム資
産管理台帳の整備・拡充を行い、有効活用を
図る。

電子入札導入検討
事業

公共工事の受発注手続の透明性を高め、また
公正な競争を促進しコストを縮減するために
電子入札制度の導入を検討する。

事　務　事　業　名

財政健全化計画に基づき、市の行財政運営の
将来像を展望し計画を推進する。

事　務　事　業　名 事　業　概　要

電子申請等共同受付
システム構築事業

市民に対する行政サービスの向上と、行政事
務の効率化・高度化のため、24時間、365
日、オンラインで申請・届出の手続が可能と
なる電子申請・届出システムを構築する。

継続

【基本事業】

(3)適正な人事管理と人材育成

(1)電子自治体の実現

(1)財政の健全化

(2)行政改革の推進

【政策】

01 情報化の推進

02 効率的・効果的な行財政運営の推進

【施策】
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平成２１年度より
「電子入札導入推進事業」

に名変
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第5章 第2節　行政・品質向上都市　なると

【02 効率的・効果的な行財政運営の推進－(1)財政の健全化】（続き） （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：税務課 15,825 15,613 15,610 15,610

進捗状況

決算見込み

担当課：まちづくり課 1,280 1,280 1,280 1,280

【02 効率的・効果的な行財政運営の推進－(2)行政改革の推進】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 － －

【02 効率的・効果的な行財政運営の推進－(3)適正な人事管理と人材育成】 （単位：千円）

（下段：事業費) 平成

H20年度 平成20年度の実施内容 備　考 H21年度 H22年度 H23年度

進捗状況

決算見込み

担当課：総務課 － － － －

進捗状況

決算見込み

担当課：人事課 5,247 4,546 5,687 4,767

継続

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

計画期間（下段：事業費）

継続

滞納整理機構に43事案を移管、住民税に係る県東部
県税局への徴収引継の実施や口座振替キャンペーン
の実施、租税債権の確保から徴収を目的とした滞納
処分への転換等を実施した。徴収率は、現年度分
97.95％、滞納繰越分16.62％、全体88.77％で
あった。

計画どおり

16,081

平成20年度実績

６月を職員提案推進月間と位置づけ職員提案を募集
したところ、２２人、３グループから３４件の応募
があり、提案内容について能率審議会において、関
係各課からの意見を参考に審査した結果、具体的に
取り組みを進めるものとして１０件が採用され、各
課において、検討・実施された。

計画どおり

－

平成20年度実績

集中改革プラン各取り組み事項の着実な推進に努
め、職員数については、平成20年4月1日現在、
822人と対前年比19人削減し、平成22年4月現在
の目標数までの達成率は85％となった。また、「地
方分権時代にふさわしい簡素で効率的な」体制づく
りを進めるため、組織・機構の改正を行い、１部５
課減の７部１企業局３９課とした。

計画どおり

－

「鳴門市人材育成基本方針（第2次）」に基づき、
地方分権時代に即した人材育成研修として各階層別
研修、職務別研修、課題別研修等を実施し、自治大
学校へ1人、市町村アカデミー等へ１６人、国内外
研修プログラムへ１人の派遣研修を行った。

計画どおり

5,007

平成20年度実績

平成１９年度に高額家賃滞納者２人訴訟提起し、分
割納付で和解したが、そのうちの１人が和解を守ら
ないことから連帯保証人に対し財産開示の手続きを
とっている。

計画どおり

16

事　務　事　業　名

市税徴収率向上対
策事業

「鳴門市人材育成基本方針（第2次）」に基
づき、地方分権時代にふさわしい職員の資
質、能力の向上を図るため計画的な各種研修
を実施する。

職員提案制度事業

職員人材育成研修
事業

継続

職員の創意工夫による提案を求めることによ
り、事務の改善及び政策形成能力の向上を図
る。

実施

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

集中改革プランの着実な実施により、財政健
全化を図るとともに、市民サービスの向上と
簡素で効率的な行財政システムを確立する。

事　業　概　要

市営住宅の家賃滞納整理をすることで、市営
住宅使用料収入の収入未済額を減少させると
ともに、入居者間の不公平感の解消を図り、
健全な住宅運営を実施する。

集中改革プラン推
進事業

市営住宅家賃滞納
整理事業

継続

事　務　事　業　名 事　業　概　要

継続

主要財源の安定的な確保や公平性の確保か
ら、市税徴収率を段階的に向上させる。

重5-9

重5-10新

重5-10

重5-8

重5-8

53




